
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

%8

7

博物館の入口を入って左側に
進むとミュージアムショップ
「縄文」があります。このショ
ップは、長岡商工会議所と地元
経済界のみなさんが会社を設立
して運営しています。
「ミュージアムショップは博
物館の展示の延長である」とい
う考え方のもとに、展示の感動
をもち帰れる商品は何かという

ことを、学芸員を交えて開館前から研究を重ねました。
ミュージアムショップ「縄文」には、「雪」「米」「縄文」といった展示内
容に関連する商品が多数販売されています。
雪模様をあしらったＴシャツやミニタオ
ル、川中島合戦図屏風や火焔土器のジグゾ
ーパズル、縄文展示室のグラフィックパネ
ルと同じ図柄のメモ帳・一筆せん、寄贈さ
れた昔の絵葉書をそのまま用いたポストカ
ードなどがあります。

また、館内で行われる体験教室と関連し
たお手玉作りセット・土器作りセットや勾
玉作りセットといった体験型商品の売れ行
きが好調です。
博物館のもう一つの展示室、ミュージア
ムショップ「縄文」へぜひ足を運んでくだ
さい。

問い合わせ＝県立歴史博物館
〒940－2035 長岡市関原町１丁目字権現堂
†４７・６１３５　FAX４７・６１３６

ハイノキ科の落葉低木で、初夏に白い小
さい花を咲かせる。秋になると枝先に藍色
の美しい実をつける。葉は両面に毛があっ
てざらざらした手触りで、見た目にもつや
のない感じである。
サワフタギの和名は、この木が山地の谷
間でよく見られ、広がった枝が沢をふさぐ
（ふたをする）ように覆う木であるところ
から来ている。

モンスズメバチに寄生する珍しいスズメ
バチ。国内では産地が極めて限られるが、
長岡東山では比較的容易に観察できる。
普通のスズメバチ類と異なり、黄色と黒
のストライプは目立たず、焦げ茶色一色の
風変わりな種であるが、攻撃性は強いとさ
れる。
冬期には新女王蜂が土中で越冬するが、
他の近縁種とは異なり、朽ち木内での観察
例はない。

ナガ
オカ
�
ネイチ

ャー�
スコ
ープ
�
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市
内
を
走
る
国
道
八
号
と
一
七

号
。
こ
の
二
本
の
国
道
を
幹
線
と

し
て
、
市
内
に
は
多
く
の
道
路
が

あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
、
長
岡
藩
領
を
通
る

一
番
大
き
な
街
道
は
三
国
街
道
で

し
た
。
三
国
街
道
は
、
江
戸
と
佐

渡
金
山
を
結
ぶ
必
要
か
ら
、
慶
長

年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
四
）

に
幕
府
が
設
定
し
た
佐
渡
三
道
の

一
つ
で
す
。
中
山
道
の
高
崎
宿
か

ら
分
か
れ
て
上
州
を
通
り
、
三
国

峠
を
越
え
て
越
後
に
入
る
も
の
で

し
た
。

摂
田
屋
三
丁
目
に
祀
ら
れ
て
い

る
地
蔵
菩
薩
の
台
座
に
は
「
右
ハ

江
戸
、
左
ハ
山
路
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
三
国
街
道
を
行

き
来
す
る
人
び
と
の
安
全
を
願
う
、

村
人
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
越

後
絵
図
に
は
、
長
岡
城
下
の
柳
原

町
の
栄
橋
を
出
発
―
千
手
―
宮
内

―
摂
田
屋
の
西
側
へ
と
続
く
三
国

街
道
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
街
道
は
十
日
町
―
六
日
市
―
妙

見
と
進
み
、
横
渡
（
小
千
谷
市
）

に
至
り
ま
す
。
一
般
に
道
は
行
き

先
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

く
、
三
国
街
道
は
長
岡
に
向
か
う

場
合
、
長
岡
街
道
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

市
内
の
三
国
街
道
の
道
筋
は
、

は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

道
路
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
、
道
が

真
っ
直
ぐ
に
な
っ
た
り
、
新
し
い

道
が
出
来
た
こ
と
で
な
く
な
っ
た

り
し
た
た
め
で
す
。
そ
し
て
、
人

び
と
の
記
憶
か
ら
も
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
び
と
が
往
来
し

た
三
国
街
道
。
こ
の
歴
史
あ
ふ
れ

る
史
跡
を
晩
秋
に
訪
ね
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

道
標
（
三
国
街
道
）

み
ち

し
る
べ

み

く
に

か
い
　
ど
う

五差路わきに建つ地蔵菩薩の台座に文
字が刻まれています（写真左）。
石仏や自然石、石柱に方向を文字で刻

む道標が造られたのは江戸時代以降で、
市内には、柳原町や千手２丁目の八幡神
社など十数基の道標が確認されています。

▲道標（摂田屋３丁目）

ま
つ

編集・発行：長岡市広報広聴課〒940-8501 新潟県長岡市幸町2の1の1 10258・39・2202／FAX 0258・39・2272 http://www.city.nagaoka.niigata.jp

平成12年11月１日発行古紙配合率70％再生紙を使用しています� 大豆インクを使用しています�

～ミュージアムショップ「縄文」
博物館の感動をそのまま持ち帰りませんか～

まが

たま

▲Museum Shop 縄文

▲お手玉づくりセットと勾玉づくりセット

▲館オリジナルのジグゾーパズル



３

今
年
か
ら
、
最
終
面
接
に
お
い
て
は
、

五
人
の
面
接
官
の
う
ち
二
人
を
民
間
企
業

の
人
事
担
当
者
か
ら
起
用
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
分
権
時
代
の
職
員
に
は

民
間
の
経
営
感
覚
等
の
資
質
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
の
職
員
採
用
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
試
験
の
透
明

性
を
担
保
す
る
と
い
う
効
果
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
受
験
者
本
人
が
希
望

す
れ
ば
、
試
験
結
果
を
開
示
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

就
職
活
動
を
振
り
返
り
、
新
た
な
挑
戦

へ
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

時
々
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
市
役

所
の
職
員
の
採
用
は
不
透
明
で
、
ど
の
よ

う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
疑
問
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。今

回
の
報
告
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
分

か
る
よ
う
に
、
職
員
の
採
用
は
公
正
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
志
の
あ
る
方
は
安
心
し

て
、
大
い
に
受
験
を
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
行
わ
れ
る
市
役
所
の
職
員
採
用
試
験
。

ど
の
よ
う
に
し
て
、
採
用
職
員
が
決
ま
る
の
で
し

ょ
う
か
。

今
月
は
、
森
市
長
が
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

２

今
年
も
、
新
職
員
の
採
用
試
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
は
じ
め
て
の
職

員
に
な
る
わ
け
で
す
。

今
回
は
、
職
員
の
採
用
試
験
の
あ
ら
ま

し
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
報
告

し
ま
す
。

採
用
試
験
の
手
順
は
、
左
頁
の
図
の
と

お
り
で
す
。試
験
は
「
申
込
時
面
接
」、「
筆

記
試
験
」、「
二
次
面
接
」、「
最
終
面
接
」

に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
場
合
、一
般
事
務
職
員
Ⅰ
種（
大

卒
程
度
）
を
例
に
し
ま
す
と
、
筆
記
試
験

ま
で
で
三
百
四
十
五
人
の
受
験
者
を
二
十

二
人
に
、
二
次
面
接
で
十
五
人
に
絞
り
込

み
、
最
終
面
接
で
十
人
の
合
格
者
を
決
定

し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
試
験
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら

純
粋
に
成
績
順
で
決
定
し
て
い
ま
す
。
面

接
試
験
の
成
績
は
、
各
面
接
官
が
あ
ら
か

じ
め
定
め
ら
れ
た
複
数
の
評
価
項
目
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
採
点
を
し
、
そ
の
合
計
点

で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

森市長の
市政報告（１０）

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

「市長への手紙」の専用はが
きは市役所１階の情報ラウン
ジのほか、各地区公民館、図
書館、体育館、高齢者センタ
ー、社会福祉センターなどに
備えてあります。
長岡市ホームページの「市長
への手紙」コーナーもご利用
ください。
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
FAXは３９・２２７２へどうぞ。

職
員
採
用
試
験
の

あ
ら
ま
し

試
験
は
公
正
に

行
わ
れ
て
い
ま
す

今
年
か
ら
の
試
み

――――――
民
間
事
業
者
を
面
接
官
に

起
用
し
ま
し
た

―――――――――
本
人
に
試
験
結
果
を

開
示
し
ま
す

第１次試験（筆記試験、適性検査、申込時面接の合計得点）�
氏　　　　名�

Ａ�
Ｂ�
Ｃ�
Ｄ�
Ｅ�
Ｌ�
Ｍ�
Ｎ�
Ｏ�
Ｐ�

総 合 得 点 �
211.5�
197.0�
195.0�
195.0�
191.5�
184.5�
183.0�
182.5�
182.5�
180.0

順　　位�
1�
2�
3�
3�
5�
12�
13�
14�
14�
18

345人中22人が合格�

第２次試験（個別面接試験、口頭試問の合計得点） 22人中15人が合格�

第３次試験（民間面接官を起用した個別面接試験の得点）�15人中10人が合格�

成績順位の決定方法�
～一般事務職員Ⅰ種の場合～�

　今年の試験は３次までです。順位の決定はそれぞれの段階で、それ
ぞれの試験の得点に基づいて行います。�

　したがって、第１次試験の合格者は、すべて同じスタートラインに
立って、第２次試験を受けることになります。第３次試験も同様で、
一つ前の試験の得点や順位は反映されません。�

　第２次、第３次の試験では、公務適性や対人能力、経営感覚など人
物を重視した面接を行います。�

　このため、筆記試験が大きなウエイトを占める第１次試験の成績上
位者が、必ずしも上位にランクされるとは限りません。�

氏　　　　名�
Ｆ�
Ｑ�
Ｅ�
�
Ｌ�
Ｋ�

総 合 得 点 �
15.5�
15.0�
15.0�
�
12.0�
12.0�
12.0

順　　位�
1�
2�
2�
�
7�
7�
7

氏　　　　名�
Ｒ�
Ｑ�
Ｄ�
Ｅ�
Ｒ�

総 合 得 点 �
21.5�
19.5�
19.0�
18.5�
18.0

順　　位�
1�
2�
3�
4�
5

t平成12年度新規採用職員の入所式（４月）
21世紀はじめての入所式に臨む職員が決まって
います。

募 集 公 告　（市掲示板、市政だより７月号、市ホームページ）�

職員採用の流れ�
～一般事務職員Ⅰ種の場合～�

採用試験受験申込み〔7/28～31〕�

第 １ 次 試 験〔8/27〕�

第１次試験合格発表〔9/7〕�

第２次試験合格発表〔9/22〕�

最終合格発表〔10/3〕�

【申込時面接（１次面接）】�

【筆記試験】�
教養試験、論述試験、専門試験、適性検査等�

第 ２ 次 試 験〔9/19～21〕�【２次面接】�
個別面接試験、口頭試問�

第 ３ 次 試 験〔9/28〕� 【３次面接】�
個別面接試験、健康診断�

☆今年の流れです。試験の内容や日程は毎年決められます。

☆氏名は仮名です。



館
な
ど
で
縦
覧
す
る
と
と
も
に
、

各
地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

来
年
三
月
に
は
、
市
議
会
に
計
画

案
を
報
告
し
ま
す
（
図
２
）。

◇
　
　
　
　
　
◇

市
で
は
、
十
三
年
四
月
か
ら
こ

の
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
後
期

基
本
計
画
を
も
と
に
、
二
十
一
世

紀
の
長
岡
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
企
画
課
1
39
・
２
２

０
４
へ
ど
う
ぞ
。

論
を
重
ね
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や

子
育
て
支
援
な
ど
を
計
画
の
重
点

施
策
に
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
後
期
基
本
計
画

案
を
十
二
月
ま
で
に
ま
と
め
、
概

要
を
市
政
だ
よ
り
一
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
後
、
計
画
案
を
情
報
ラ
ウ

ン
ジ
（
市
役
所
一
階
）
や
各
図
書

二
十
一
世
紀
の
長
岡
の
ま
ち
は

ど
ん
な
姿
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
岡
市
は
、
平
成
七
年
十
二
月

に
策
定
し
た
第
二
次
新
長
岡
発
展

計
画
（
平
成
八
年
度
〜
十
七
年
度
）

の
前
期
計
画
が
今
年
度
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
後
期
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
二
十
一
世
紀
初

頭
の
長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
進

む
べ
き
方
向
を
総
合
的
に
示
す
内

容
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
計
画
づ
く

り
に
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ま
た
多
く
の
ア
イ
デ
ア

を
寄
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
ち

づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
、
特
定
課
題
に
関
す
る

意
見
交
換
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

会
議
室
な
ど
の
手
法
を
取
り
入
れ

ま
し
た
（
図
１
）。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
森
市

長
が
市
内
七
地
域
（
九
会
場
）
に

出
か
け
、
地
域
の
意
見
を
聞
く
も

の
で
す
。
各
会
場
で
は
、「
財
政

状
況
が
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
、
計

画
の
前
半
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に

我
慢
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
間
に
財
政

を
再
建
し
、
そ
の
後
は
長
岡
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と

い
う
市
長
の
説
明
の
後
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発

に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
室
は
、

気
軽
に
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
、

意
見
を
積
極
的
に
寄
せ
て
も
ら
お

う
と
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

開
設
し
た
も
の
で
す
。「
子
育
て

支
援
」「
ご
み
問
題
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
多
く
の
人

が
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
具
体
的
な
提
案
が
数
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

計
画
を
検
討
す
る
策
定
委
員
会

で
も
、
市
政
の
重
要
課
題
を
テ
ー

マ
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
募
で
選
ば
れ
た
委
員
か
ら
は

「
長
岡
な
ら
で
は
の
も
の
を
見
つ

め
な
お
し
、
歴
史
を
生
か
し
た
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
」、「
初
め

て
の
子
育
て
は
不
安
が
多
い
の
で
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー

ト
を
期
得
し
て
い
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
議

５ ４

計
画
づ
く
り
の
基
本
は

市
民
参
加

策
定
委
員
会
で

重
点
施
策
を
検
討

計
画
案
の
説
明
会
を

各
地
域
で
開
催
し
ま
す

後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
て

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
室
で

活
発
な
討
論
を
展
開

▲まちづくり懇談会（10月16日・
厚生会館中ホール）
厚生会館の跡地や水辺プラザの

整備、大手通りのアーケードなど
について意見が出されました。

▲第４回長岡市男女共同参画社会
づくり推進懇談会（10月23日）
新ながおか女性プラン（仮称）の

体系や施策について検討しました。

▲インターネット会議室
９項目のテーマで７月下旬から

10月末まで開催しました。
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図２　計画の策定スケジュール

第二次新長岡発展計画後期基本計画策定委員会

図１　計画づくりの体制

Ｑ＆Ａ②

What is "IT"?
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～ＩＴ戦略会議の議論を紹介します～
９月28日に第１回長岡ＩＴ戦略会議が開かれました。今月は会
議の議論から、光ファイバーを使った通信基盤の整備方法や利用
面について、Ｑ＆Ａ形式でご紹介します。

Ｑ１ 下水道に光ファイバーを敷設するにあたり、参考となる事
例はあるのですか。

Ａ 岡山市の事例を参考にしています。岡山市では、今年度中に
モデル地域内の希望者約１，０００世帯を光ファイバーでつなぐ
「ファイバー・トゥ・ザ・ホーム」を実施することになってい
ます。そこで、さまざまな実験事業を始める方針だそうです。
長岡市でもモデル地域を決めて、そのモデル地域内の希望者
につなぐということも考えていかなければならないでしょう。

そのためにも、どういう使
い方をするかが重要です。

Ｑ２ 自治体が高速通信網を整備する理由はなんですか。
Ａ 確かに民間事業者は大都市圏を中心に高速通信網を整備して
きていますが、地方都市への普及には時間がかかります。ここ
に自治体が整備する理由があります。
高速通信網は、利用者が双方向で高品質な動画などの大量の
データをやりとりできるものです。これを低料金で、いくらで
も使える環境として早期に実現することで、多くの市民がイン
ターネットや各種の高度なサービスを享受できるようになるで
しょう。
Ｑ３ 交通・防災の分野ではどんな活用が考えられますか。
Ａ 監視カメラと結ぶことで豪雪の時など、道路の積雪状況を各
家庭で直接画像を見て確認し、出かけるようなことが可能にな
るでしょう。また、大雨のときは信濃川などの増水状況を、家
庭で画像により確かめることができるようになるでしょう。
Ｑ４ 仕事の形態もかわるのでしょうか。
Ａ 職種によっては、会社と自宅を結んで、パソコンなどを使っ
た在宅勤務が増えるのではないでしょうか。

t光ファイバーケーブル
石英ガラスなどを材料にした、

髪の毛ほどの細い線状のものに光
信号を通すものです。電気信号を
送る銅線ケーブルと比べるとケタ
違いの大容量（一般電話線の１万
倍以上）の情報を送ることができ
ます。高速通信網の伝送ケーブル
に使われています。
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と
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迎
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さ
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。
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見
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。
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。
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。
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12年度は10月１日現在の数字です。

自主防災会の推移

▲倒壊家屋救出訓練（９月23日・四郎丸地区地震防災訓練）

自
主
防
災
会
が

自
主
防
災
会
が�

1�
5�
0
団
体
を
突
破
！

団
体
を
突
破
！�

　
〜
み
な
さ
ん
の
町
内
は
結
成
し
て
い
ま
す
か

〜
み
な
さ
ん
の
町
内
は
結
成
し
て
い
ま
す
か�

自
主
防
災
会
が�

1�
5�
0
団
体
を
突
破
！�

　
〜
み
な
さ
ん
の
町
内
は
結
成
し
て
い
ま
す
か�

～土器を発明したきっかけのわかる貴重な資料です～
今回、指定（答申）を受けた資料は室谷洞くつ（東蒲原郡上川
村）で発掘された土器や石器、骨製品など１，４０２点です。縄文時
代草創期（約１万年前）を代表する大変貴重な資料として高く評
価されました。
遺跡の発掘調査は、昭和35年（1960）、36年、37年の３回にわた

って科学博物館（調査担当・中村孝三郎さん）と新潟大学医学部
解剖学教室が行いました。このとき下層から出土した土器には、
表面に縄紐を回転させた縄文をつけ、底が方形であるという特徴
が見られ、そのことから「土器は樹皮製の容器や編みかごをモデ
ルにして生まれた」ということが考えられます。
室谷洞窟遺跡の出土品は、質・量とも縄文時代草創期の第一級

資料です。この６月に、
重要文化財に指定された
小瀬ヶ沢洞窟遺跡出土品
（科学博物館所蔵品）と
合わせて、縄文文化の始
まりを理解するうえで、
欠くことのできないもの
といえます。
出土品は11月中旬から
科学博物館で展示します。
ぜひ、ご覧ください。

▲小型ポンプを使った放水訓練
（10月15日・春日１丁目自主防災会）
「これまでは初期消火や救急の訓練を主にやってきました

が、大きな災害に備え、今回初めてこの小型ポンプを使った
訓練を行いました」（春日１丁目自主防災会会長・関野孝二
さん）。実際に柿川から給水し、放水する訓練は迫力あるも
のでした。

▲洞くつの下層から縄文出土した土器（深鉢・多
縄文系土器）
完全な形に復元された草創期の土器は全国的に
も珍しいものです。

▲ガスコンロ消火演習
（９月23日・四郎丸地区地震防災訓練）
「防災訓練は、平成８年から続けて実施しています。訓練
はどうしてもマンネリ化しやすものです。そこで今回は重傷
者の搬送、ガスコンロ消火演習、消防はしご車救出訓練など、
より災害時を想定した訓練を取り入れました。
重傷者の搬送では車を使わず、リヤカーやタンカで運ぶと

いうことにしました。その結果、各自主防災会でタンカをそ
ろえることになりました。実践的な訓練をめざし取り組んだ
成果だと思います。
防災は一部の人たちだけの取り組みではいけません。若い

人からどんどん参加してもらうなど、みんなが参加できる工
夫が大切ですね」（防犯協会四郎丸支部副支部長・防災部長・
今井健司さん）

市政ニュース�NAGAOKA

室谷洞窟遺跡出土品
（科学博物館所蔵品）が

国の重要文化財に指定

なわひも

こ　せ　が さわ

むろ や

このほど市内循環バスの愛称が「くるりん」に決まりました。
平成９年９月から運行し、今年３周年を迎えた循環バスをさら
に親しみを持って利用してもらえるよう、市と越後交通㈱が募集

したものです。
１７２点の応募作品を、１次審査で
８点にしぼり、９月23日に大手通り
で開催した「ば～すｄａｙ２０００」で
市民のみなさんから投票してもらっ
て、決定しました。
市内をくるくる回るというイメー
ジからつけられた「くるりん」とい
う愛称。年間50万人が乗車する循環
バスは、今日も愛称のとおり市内を
巡っています。

循環バスのニックネームが
「くるりん」になりました！

▲「くるりん」って呼んでね！
（日赤病院前で）

ミ
ニ�

ニ
ュ
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ス�

どうくつ



員
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
九
人
の

審
査
員
が
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、

上
の
三
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

十
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
受
賞

式
で
は
、
豊
口
審
査
委
員
長
が

「
長
岡
ら
し
い
個
性
的
な
お
み
や

げ
が
で
き
れ
ば
、
長
岡
の
文
化
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
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と
講
評
。

今
後
こ
れ
ら
の
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品
は
、
長
岡
の

新
し
い
お
み
や
げ
品
と
し
て
商
品

化
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

長
岡
ら
し
い
お
み
や
げ
品
の
開

発
に
役
立
て
よ
う
と
開
催
さ
れ
た

長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
。
こ
の
ほ
ど
応
募
作

品
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門

の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
が
あ
っ
た
の
は
、
小
学
生

の
部
二
十
四
点
、
中
学
生
の
部
五

十
六
点
、
一
般
の
部
九
十
九
点
の

計
百
七
十
九
点
。
題
材
と
し
て
多

か
っ
た
の
は
、
長
岡
の
大
花
火
と

火
焔
土
器
に
関
す
る
デ
ザ
イ
ン
で
、

長
生
橋
と
水
道
タ
ン
ク
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
も
の
や
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
中
村
真
衣

選
手
に
関
す
る
も
の
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
長
岡
造
形
大

学
学
長
の
豊
口
協
さ
ん
（
審
査
委

９

市政ニュース�NAGAOKA

おみやげデザインコンペティションの
入賞作品が決定！

▲審査員からは、「商品化でき
そうなアイデアがたくさんある
なあ」との声も（10月11日の審
査会で）。

長岡らしいおみやげをつくろう！

各部門の入賞作品（優秀賞）
～小学生の部～
・光る夏冬ペンダント

（才津小２年・五十嵐早苗さん）
・花火のモビール

（深沢小３年・小野塚綾乃さん）
・米作りオルゴール

（才津小４年・五十嵐　香さん）
～中学生の部～
・エコバック（東北中２年・後藤未歩さん）
・パラソル　（宮内中１年・恩田正行さん）
・箸置きと水道タンク型醤油さし

（東北中１年・竹田詩織さん）
～一般の部～
・火焔土器花瓶　（埼玉県・青柳謹一さん）
・ナガオカーナ・ガーデン
（前田１・須藤泰子さん、金房１・亀山康江さん）
・火焔灰皿　　　（蔵王１・佐藤正高さん）

入賞作品を長岡市のホームページに掲載
しています。11月８日～13日には、東北電
力長岡営業所内らぷらす（城内町３）で展
示します。

最優秀賞（一般の部）

日本酒の栓
「全国的に有名な長岡の花火と酒
どころ新潟のイメージから考えま
した。手軽さと実用性を兼ね備え
た素敵なおみやげだと思います」

（群馬県・高田仁さん）

最優秀賞（中学生の部）

花火アラーム
「アラーム音が花火の音で、鳴る
と花火が光る時計です。全国の人
に長岡の花火の音を聞いてもらい
たくて考えました」
（宮内中１年・田中智哉さん）

最優秀賞（小学生の部）

大花火ジグソーパズル
「夜空に輝く長岡の花火をパズル
にしたら楽しいのではと思いつき
ました。飾ってもきれいだと思い
ます」
（希望が丘小６年・大橋佳奈さん）

長岡市ホームページ http://www.city.nagaoka.niigata.jp
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す
る
生
産

者
の
努
力
を
適
正
に
評
価
す
る
と

と
も
に
、
消
費
者
が
安
心
し
て
購

入
で
き
る
目
安
と
な
る
よ
う
、
有

機
農
産
物
等
栽
培
認
証
事
業
を
昨

年
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

用
し
な
い
で
栽
培
（
有
機
栽
培
）、

ま
た
は
使
用
量
を
減
ら
し
て
栽
培

（
特
別
栽
培
）
し
た
米
や
野
菜
に

つ
い
て
、
そ
の
生
産
過
程
や
生
産

施
設
を
検
査
し
、
農
林
水
産
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
栽
培

・
管
理
方
法
が
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
市
が
認
証
す
る
も
の
で
す
。

認
証
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経

験
者
や
生
産
者
、
消
費
者
の
代
表

か
ら
な
る
長
岡
市
有
機
農
産
物
等

栽
培
認
証
委
員
会
で
厳
格
な
検
査

と
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
有
機
農
産
物
等
の
認
証

数
は
十
一
件
（
申
請
は
十
三
件
）

で
し
た
。
二
年
目
の
今
年
は
、
倍

以
上
の
二
十
五
件
が
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
基
準
を
満
た
す
農
産
物
と

し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
（
申
請
は

二
十
八
件
）。
そ
の
内
訳
は
、
有

機
栽
培
米
が
十
件
、
減
農
薬
無
化

学
肥
料
な
ど
の
特
別
栽
培
米
が
十

四
件
、
特
別
栽
培
の
野
菜
が
一
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
証
数
が
増
え
た
背
景
に
は
、

消
費
者
の
環
境
に
対
す
る
意
識
の

高
ま
り
と
安
全
で
お
い
し
い
農
産

物
を
食
べ
た
い
と
い
う
要
求
、
ま

た
、
そ
れ
に
応
え
た
農
産
物
の
提

供
に
取
り
組
む
生
産
者
の
広
が
り

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
特
別
栽
培
の
大

根
菜
が
、
野
菜
と
し
て
初
め
て
の

認
証
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
大
根

菜
を
栽
培
す
る
川
崎
四
丁
目
の
島

岡
吾
一
さ
ん
（
写
真
上
）
は
、

「
十
年
く
ら
い
前
か
ら
肥
料
は
鶏

ふ
ん
と
卵
の
殻
だ
け
の
無
化
学
肥

料
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鳥
や
害
虫
の
被
害
を
避
け
る
た
め

に
ネ
ッ
ト
を
か
け
る
な
ど
の
工
夫

を
し
て
、
農
薬
を
極
力
使
わ
な
い

よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

全
く
の
無
農
薬
で
作
っ
て
い
ま
す
。

認
証
を
受
け
た
こ
と
は
、
自
分

が
安
全
な
野
菜
を
作
っ
て
い
る
こ

と
の
証
明
に
な
り
ま
す
し
、
そ
れ

を
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
食
べ
て
も

ら
え
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す

ね
」
と
認
証
を
受
け
た
感
想
を
話

し
て
い
ま
す
。

市
で
は
今
後
も
、
消
費
者
の
求

め
る
環
境
に
配
慮
し
た
安
全
な
農

産
物
の
生
産
を
支
援
し
、
有
機
栽

培
等
を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

８

環
境
に
配
慮
し
た
安
全
な
農
産
物
の
生
産
を
応
援

長
岡
市
の
認
証
農
産
物
が
増
え
て
い
ま
す

▲野菜の認証第１号となった大根菜。商品は10月末までの毎日、契約しているスーパーに出荷されました。

認
証
野
菜
の
第
１
号
は

大
根
菜

認
証
数
が
倍
増

▲認証を受けた有機栽培米の１
つ。袋には認証マークがついて
います。

▲長岡市が認証した農産物に
はこのマークがついています



し
た
。

太
田
中
学
校
の
若
林
末
次
校
長

は
、
「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
転

入
し
た
児
童
・
生
徒
に
は
、
一
日

も
早
く
在
校
生
と
打
ち
解
け
、
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
の
配
慮

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

方
か
ら
も
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
推

進
委
員
会
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
最

善
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
来
年
度
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
で
太
田
小
学
校
ま
た
は
中

学
校
に
就
学
を
希
望
す
る
児
童
・

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
十
一
月
二

十
一
日
c
に
は
、
授
業
の
様
子
を

参
観
で
き
る
学
校
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課

1
39
・
２
２
３
９
へ
ど
う
ぞ
。

し
た
情
報
教
育
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
小
・
中
学
校
と
も
に
ほ
と

ん
ど
の
教
科
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
授
業
で
は
、
一
人
が
一

台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
小
学
一
年
の
時
か
ら

パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
は
、
操
作
技
術
が
か

な
り
向
上
し
て
い
ま
す
。
昼
休
み

に
も
自
由
に
使
用
で
き
る
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
興
味
の
あ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た

り
、
文
通
友
達
と
Ｅ
メ
ー
ル
を
交

換
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
小
学
校
で
は
、
外
国
人

の
講
師
に
よ
る
英
会
話
の
授
業
を

週
一
回
実
施
。
一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
全
校
児
童
が
参
加
し
、

歌
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
英
会
話
を

学
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
今
年
度
か
ら
、
こ
う
し

た
教
育
を
進
め
る
太
田
小
・
中
学

校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る
児
童
・

生
徒
に
、
学
区
外
か
ら
の
就
学
を

認
め
る
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
制
を

県
内
で
初
め
て
導
入
。
四
月
に
三

人
の
新
し
い
友
達
を
迎
え
入
れ
ま

太
田
小
・
中
学
校
で
は
、
両
校

が
連
携
し
な
が
ら
九
年
間
の
中
で
、

個
性
を
生
か
し
、
卓
越
性
を
伸
長

で
き
る
よ
う
、
児
童
・
生
徒
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

そ
の
指
導
方
法
の
一
つ
が
、
テ

ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
す
。
中

学
校
の
教
員
が
小
学
校
の
授
業
に
、

小
学
校
の
教
員
が
中
学
校
の
授
業

に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、
複
数
の
教

員
で
多
様
な
視
点
か
ら
各
教
科
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
教
員
が
持
つ
専
門
性
を
双
方

の
授
業
に
生
か
す
こ
と
で
、
よ
り

質
の
高
い
授
業
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。小

学
五
・
六
年
生
と
中
学
生
が

一
緒
に
学
ん
だ
り
、
創
作
し
た
り

す
る
交
流
学
習
も
特
徴
の
一
つ
で

す
。
中
学
生
は
小
学
生
に
教
え
る

こ
と
で
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
基

礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
、
ま

た
、
小
学
生
は
学
習
へ
の
関
心
や

意
欲
を
高
め
た
り
、
リ
ー
ダ
ー
性

を
養
っ
た
り
す
る
こ
と
が
こ
の
交

流
学
習
の
ね
ら
い
で
す
。

市
立
小
・
中
学
校
の
新
し
い
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
、
市
は
太
田
小

学
校
と
中
学
校
で
「
小
中
一
貫
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
校
の
小
・
中
学
校
の
併
設
と
児
童
・
生
徒
が
少
人
数
で

あ
る
こ
と
の
利
点
を
生
か
し
た
、
特
色
の
あ
る
教
育
活
動
で
す
。

今
年
度
の
交
流
学
習
で
は
、
一

人
が
一
冊
の
絵
本
を
手
作
り
し
て

保
育
所
で
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、

自
分
た
ち
で
す
い
た
和
紙
を
使
っ

て
英
語
の
絵
手
紙
を
描
い
た
り
し

ま
し
た
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
専

門
家
を
招
い
て
学
ぶ
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
、
小
・
中
合
同

の
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
活
動
が
、
学
校
の
枠
を

越
え
た
小
中
一
貫
教
育
の
中
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
太
田
小
学
校
の
児
童

数
は
二
十
一
人
、
中
学
校
の
生
徒

数
は
十
七
人
で
す
。
こ
の
少
人
数

の
利
点
を
生
か
し
て
、
一
人
ひ
と

り
に
目
が
行
き
届
く
き
め
の
細
か

い
指
導
が
で
き
る
の
も
両
校
の
特

徴
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や

能
力
を
尊
重
し
た
個
別
指
導
で
、

学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用

1 1 1 0

市政ニュース�NAGAOKA

オープンスクールの太田小・中学校

小中一貫教育を進めています！

少
人
数
の
利
点
を
生
か
し
た

き
め
の
細
か
い
指
導

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で

３
人
の
転
入
生

s写真右上：絵手紙を描いた英語の交流学習
右下：地名と伝説を調査した「太田を知る活動」（小学校）
左上：パソコンを使った社会科の授業
左下：国語の交流学習で創作した絵本の読み聞かせ　

特色ある教育を進める太田小・中学校のオープ
ンスクールに、平成13年４月から通学を希望する
児童・生徒を募集します。
対　　象＝太田小・中学校の教育活動に賛同し、

かつ１年間以上の通年通学ができ、原
則として路線バスを利用して通学でき
る児童・生徒

募集学年＝小学校・中学校の各学年
募集期間＝11月10日f～12月22日f

学校見学会＝11月21日c

説明会　　午前10時40分から１時間程度
授業参観　午前８時30分から　　　　　　　　　
応募条件や応募方法など詳しくは、学校教育課

（市役所５階）と市立の各小・中学校に用意して
ある募集案内をご覧ください。
各校の概要は下記のホームページへどうぞ。

太田小学校
http://www.kome100.ne.jp/ohta-es/
太田中学校
http://www.kome100.ne.jp/ohta-jhs/

太刀川あゆみさん（中学１年）
自然がたくさんあるいい環境の中で、少人数のクラスで学びたいと
思い、転入を希望しました。今は、授業や部活動でパソコンを使って
ホームページを見たり、Ｅメールを送ったりするのがおもしろいです
ね。思っていたとおりの学校だったので、本当に来てよかったと思い
ます。

宮下真依さん（小学６年）
将来、デザイナーになりたいという夢があり、できれば外国でその
勉強をしてみたいと思っています。そのために早く英語を習いたくて
太田小学校に来ました。
週１回の英会話の授業では、外国
人の先生が歌やゲームを通して教え
てくれるのでとても楽しいです。

菊池遥さん（小学２年）
学校がとても楽しいので、遠くか
ら通うのも平気です。
友達もみんなやさしいので、みん
なと遊ぶのが大好きです。

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�乗

馬
を
と
お
し
て
ポ
ニ
ー
と
の
ふ

れ
合
い
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
市
が
初

め
て
開
催
し
た
「
な
が
お
か
ポ
ニ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
」
。
当
日
（
九
月
二
十

四
日
）
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

百
十
一
人
の
参
加
者
が
、
長
野
県
・

蓼
科
の
牧
場
か
ら
や
っ
て
来
た
ポ
ニ

ー
の
背
中
に
揺
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
が

初
体
験
と
い
う
乗
馬
を
楽
し
み
ま
し

た
。は

じ
め
は
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
恐
る
恐
る
乗
っ
て

い
た
参
加
者
も
、
や
さ
し
い
ポ
ニ
ー

に
慣
れ
て
く
る
と
観
客
に
手
を
振
っ

た
り
、
歓
声
に
応
え
た
り
で
き
る
よ

う
に
。
乗
り
終
え
て
ポ
ニ
ー
に
「
あ

り
が
と
う
」
の
タ
ッ
チ
を
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
は
、「
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
よ
」
「
ま
た
乗
り
た
い
」
と
元

気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 ポ

ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た

▲かわいいポニーに子どもたちは
大喜び！

▲３人は元気いっぱいに話をしてくれ
ました

▲国語のオープンスクールセミナーで
体で「ことば」の表現方法を学びました。

太田小学校・中学校オープンスクール

児童・生徒を募集します！ オープンスクールの転入生に話を聞きました

た
て
し
な



▼
多
年
食
生
活
改
善
推
進
委
員
と

し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

井
マ
ス
ヱ
（
大
町
一
）

▼
多
年
消
防
団
員
と
し
て
尽
く
さ

れ
た
功
績

小
林
　
文
晴
（
新
保
三
）

〔
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献

者
褒
賞
規
則
に
よ
り
表
彰

さ
れ
る
方
〕

▼
多
年
に
わ
た
り
水
泳
を
通
し
て

社
会
福
祉
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ

た
功
績

ス
イ
ム
・
リ
ー
ダ
ー
愛
（
千
手
一
）

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
福
祉

活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

希
望
が
丘
地
区
福
祉
会
（
西
津
町
）

山
通
地
区
福
祉
会
（
高
町
二
）

▼
多
年
に
わ
た
り
こ
ぶ
し
園
に
奉

仕
活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

田
中
　
出
子
（
喜
多
町
）

▼
多
年
に
わ
た
り
環
境
美
化
活
動

を
続
け
ら
れ
た
功
績

椛
澤
　
昭
二
（
大
町
三
）

杉
本
　
一
麿
（
住
吉
三
）

会�ノ�

中
村
さ
ん
は
、「
み
な
さ
ん
の

陰
の
力
が
あ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
精
一
杯
や
り
ま
す
の
で
、
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
水
泳
に
集
中
で
き
る
環
境
が

あ
れ
ば
、
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

狙
い
た
い
」
と
い
う
真
衣
さ
ん
に
、

声
援
を
送
り
続
け
た
い
も
の
で
す
。

い
で
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
金
メ

ダ
ル
を
狙
っ
て
く
だ
さ
い
」
（
真

衣
さ
ん
の
母
校
、
宮
内
小
学
校
六

年
の
金
子
ひ
ろ
い
さ
ん
）

「
応
援
フ
ラ
ッ
グ
の
作
成
に
取

り
組
ん
だ
一
万
七
千
人
の
子
供
た

ち
に
大
き
な
夢
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち

の
目
標
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」（
長

岡
市
小
・
中
・
養
護
学
校
長
連
絡

協
議
会
会
長
の
大
橋
岑
生
さ
ん
）。

「
何
よ
り
も
う
れ
し
い
の
は
、

子
供
た
ち
に
や
れ
ば
で
き
る
、
世

界
で
活
躍
で
き
る
と
い
う
自
信
を

持
た
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
に
勇
気
と
希
望
を
あ
た

え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」（
森
市
長
）。

「
先
輩
お
疲
れ
様
で
し
た
。
銀

メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
。
決
勝
は
テ

レ
ビ
の
前
で
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、

応
援
し
ま
し
た
。
私
も
一
緒
に
泳

中
村
真
衣
選
手
の
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
に
、
私
た

ち
長
岡
市
民
は
大
き
な
拍
手
を
送

り
ま
し
た
。

自
己
の
持
つ
日
本
記
録
を
更
新

し
て
の
銀
メ
ダ
ル
（
１
０
０
㍍
背

泳
ぎ
）
受
賞
に
対
し
、
長
岡
市
は

長
岡
市
民
大
賞
（
表
彰
盾
と
金
一

封
）
の
贈
呈
を
決
定
。
十
月
十
五

日
、
中
村
真
衣
選
手
を
励
ま
す
会

（
代
表
・
原
信
一
さ
ん
）
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
し
た
市
民
祝
勝
会

で
贈
呈
し
ま
し
た
。

〔
長
岡
市
表
彰
条
例
に
よ

り
表
彰
さ
れ
る
方
〕

▼
多
年
に
わ
た
り
障
害
者
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

太
刀
川
　
武
（
表
町
一
）

▼
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
奉
仕

活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

渡
辺
　
勇
（
山
田
一
）

▼
多
年
に
わ
た
り
献
血
を
続
け
ら

れ
た
功
績

伊
藤
　
保
行
（
美
沢
一
）

近
藤
　
康
之
（
関
原
町
一
）

高
野
　
重
和
（
中
沢
一
）

原
　
　
孝
之
（
四
郎
丸
三
）

横
山
　
　
仁
（
左
近
町
）

▼
多
年
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

菊
地
マ
チ
子
（
前
田
三
）

中
村
　
武
夫
（
蓮
潟
二
）

▼
多
年
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

反
町
健
二
郎
（
石
内
一
）

▼
多
年
町
内
会
長
と
し
て
尽
く
さ

れ
た
功
績

安
達
　
　
傳
（
川
崎
一
）

小
野
沢
増
榮
（
上
除
町
）

鈴
木
　
正
幸
（
町
田
町
）

長
谷
川
文
雄
（
城
内
町
一
）

細
山
　
å
朋
（
中
島
四
）

▼
多
年
町
内
会
役
員
と
し
て
尽
く

さ
れ
た
功
績

今
井

生
（
山
田
三
）

遠
藤
　
益
榮
（
高
頭
町
）

関
　
　
　
保
（
大
島
本
町
一
）

曽
根
　
通
雄
（
長
町
一
）

▼
多
年
統
計
調
査
員
と
し
て
尽
く

さ
れ
た
功
績

安
藤
ス
ミ
江
（
千
歳
三
）

栗
林
　
ヤ
イ
（
宮
内
五
）

小
嶋
し
を
り
（
学
校
町
三
）

鈴
木
　
ミ
ス
（
千
手
二
）

名
地
美
奈
子
（
本
町
二
）

▼
多
年
民
生
委
員
と
し
て
尽
く
さ

れ
た
功
績

鷲
見
　
ト
ヨ
（
四
郎
丸
四
）

水
野
　
誠
子
（
大
手
通
一
）

▼
多
年
保
護
司
と
し
て
尽
く
さ
れ

た
功
績

石
崎
　
　
亨
（
古
正
寺
町
）

▼
多
年
少
年
補
導
員
と
し
て
尽
く

さ
れ
た
功
績

布
川
　
洋
子
（
上
除
町
）

邦�ノ�
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▲メダルを手に声援にこたえる中村真衣選手（中央大学・ＪＳＳ長岡）と
竹村吉昭コーチ（ＪＳＳ長岡）
銀メダル＝女子１００ｍ背泳ぎ（１分０秒55・日本新記録）
銅メダル＝女子４００ｍメドレーリレー（日本女子リレー種目で初）

▲「長岡市民大賞」を贈呈する森市長（10月15日、厚生
会館で）

▲「市民祝勝会」の前に大手通りをがいせんパレードする中村選手と竹村コーチ
「みなさんの声援はシドニーまで届きました」という２人に、およそ２万人の市民
が「お疲れ様」とねぎらい、「おめでとう」の拍手をおくりました。

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

狙
い
ま
す

喜
び
の
声
、
感
動
の
言
葉

初
の
受
賞
者
は
中
村
真
衣
さ
ん
。

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
輝
か

し
い
成
果
を
市
民
一
同
、
心
か
ら
称

賛
し
ま
す
。

表
彰
式
は
、
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
に
市
役
所
で
開
催
し
ま
す
。

受
賞
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
長
岡
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

次
の
方
々
と
団
体
で
す
（
敬
称
略
）。

長
年
に
わ
た
り
重
ね
ら
れ
た
努
力
と
そ
の
成
果
を
た
た
え
ま
す

晴
れ
の
受
賞
者

長
岡
市
民
大
賞

長
岡
市
表
彰

銀
・
銅
メ
ダ
ル
を
展
示

日
時

11
月
21
日
c
〜
26
日
a

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

詳
細
は
15
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



＝
色
紙
・
額
な
ど
約
50
点

問
い
合
わ
せ

＝
佐
藤
さ
ん
1
33
・
８
１
８
５

日
時
＝
11
月
12
日
a
午
前
11
時
〜
午
後
３

時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
大
ホ
ー
ル
　
内

容
＝
生
協
商
品
の
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
環
境
商
品
の
紹
介
ほ
か
　
問
い
合

わ
せ
＝
市
民
生
協
に
い
が
た
長
岡
セ
ン
タ

ー
1
24
・
０
０
５
５

日
時
＝
11
月
26
日
a
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
大
ホ
ー
ル

内
容
＝
生
協
商
品
試
食
・
販
売
、
地
球
に

や
さ
し
い
く
ら
し
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
ほ
か
　
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
生

協
中
越
セ
ン
タ
ー
1
46
・
７
７
０
０

日
時
＝
11
月
21
日
c
午
後
６
時
〜
７
時
30

分
　
会
場
＝
長
岡
市
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
＝
「
改
正
さ
れ
た
」
年
金
と
雇
用

保
険
　
講
師
＝
社
会
保
険
労
務
士
・
長
橋

進
さ
ん
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
電
卓

申
し
込
み
＝
長
岡
地
区
労
福
協
事
務
局
1

24
・
０
５
１
５
、
FAX
24
・
８
９
３
０

日
時
＝
11
月
11
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
30
分
　
会
場
＝
あ
け
ぼ
の
園
（
柿
町
）

内
容
＝
利
用
者
、
保
護
者
、
職
員
等
の
作

品
展
示
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
即
売
ほ
か

問
い
合
わ
せ
＝
あ
け
ぼ
の
園
1
34
・
３
２
１

４日
時
＝
11
月
18
日
g
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
内
容
＝
①
映
画

上
映
…
「
森
の
中
の
淑
女
た
ち
」
②
松
本

侑
壬
子
さ
ん
講
演
会
…
「
前
向
き
に
生
き

る
」
〜
映
画
「
森
の
中
の
淑
女
た
ち
」
か

ら
〜
　
資
料
代
＝
６
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
ウ
イ
メ
ン
ズ
ス
タ
デ
ィ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
朝
日
さ
ん
1
47
・
５
７
０
２

親
沢
町
周
辺
　
集
合
＝
親
沢
バ
ス

停
前
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記

用
具
、
雨
具
、
双
眼
鏡
な
ど

申

し
込
み
＝
11
月
23
日
-
ま
で

日
時
＝
11
月
29
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第

２
小
ホ
ー
ル
　
テ
ー
マ
＝
相
続
税

と
贈
与
税
の
お
話
　
講
師
＝
長
岡

税
務
署
資
産
課

税
部
門
・
古
川

三
男
さ
ん

定

員
＝
30
人
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
チ
ケ
ッ
ト

申
込
書
の
配
布
は
、
日
本
組
織
委
員
会
の

都
合
に
よ
り
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
新
た

な
受
付
期
間
や
申
込
書
の
配
布
方
法
に
つ

い
て
は
、
決
定
次
第
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

市
政
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
日
本
組
織
委
員
会
チ
ケ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
1
０
３
・
３
２
８
７
・
１
１
９

９〔
映
画
鑑
賞
会
〕（
無
料
）

日
時
＝
11
月
11
日
g
午
前
11
時
か
ら
、
午

後
１
時
か
ら
、
午
後
３
時
か
ら

内
容
＝

ヤ
ン
・
シ
ュ
ワ
ン
・
ク
マ
イ
エ
ル
監
督
作

品
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

会
場
＝
講
堂

日
時
＝
11
月
21
日
c
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
（
三
和
２
）

定
員
＝
20
人

申
し
込
み
＝
11
月
10
日
f

〜
20
日
b
に
教
育
セ
ン
タ
ー
内
・
長
岡
地

域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
1
33
・

２
０
２
２
へ

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ

日
時
＝
12
月
２
日
g
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
＝
厚
生
会
館
第
１
小
ホ
ー
ル

講
師
＝

「
武
士
の
娘
」
研
究
家
・
青
柳
保
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
＝
文
書
資
料
室
内
長
岡
郷
土

史
研
究
会
事
務
局
1
36
・
７
８
３
２

日
時
＝
11
月
22
日
d
・
23
日
-
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
厚
生
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル
　
内
容

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
定
員
＝
50

人
　
参
加
料
＝
無
料

申
し
込
み

＝
11
月
１
日
d
か
ら

日
時
＝
11
月
12
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
信
濃
川
河
川
敷

集
合

＝
科
学
博
物
館
　
対
象
＝
小
学
生

〜
一
般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち

物
＝
根
掘
り
か
小
型
シ
ャ
ベ
ル
、

採
集
用
具
、
筆
記
用
具
、
雨
具
、

昼
食
　
申
し
込
み
＝
11
月
10
日
f

ま
で

日
時
＝
11
月
19
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察

地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐

車
場
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
採
集

用
具
、
筆
記
用
具
、
雨
具
、
昼
食

申
し
込
み
＝
11
月
16
日
e
ま
で

日
時
＝
11
月
26
日
a
午
前
７
時
〜

11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

道
教
室
・
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
お
茶

席
、
料
理
教
室
受
講
生
に
よ
る
バ

ザ
ー
、
フ
ー
ド
フ
ァ
イ
ト
・
大
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
綿
あ
め
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
販

売
な
ど

教
室
参
加
者
が
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
11
日
g
午
後
１
時
〜

４
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー

ル
　
内
容
＝
民
踊
、
詩
吟
、
謡
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
、
合
唱

教
室
参
加
者
の
力
作
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
18
日
g
・
20
日
b
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
20
日
は
正

午
ま
で
）

会
場
＝
厚
生
会
館
大

ホ
ー
ル
　
内
容
＝
紙
人
形
、
絵
画
、

焼
物
、
書
道
、
編
み
物
、
リ
ボ
ン

フ
ラ
ワ
ー
、
盆
栽
、
籐
細
工
、
俳

句
ほ
か

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

ホ
ー
ム
を
利
用
で
き
る
人
は
、

市
内
に
居
住
ま
た
は
お
勤
め
の
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

男
性
も
大
歓
迎
！

期
間
＝
12
月
〜
３
月
　
時
間
＝
午

後
６
時
〜
８
時
（
料
理
は
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分
）

申
し
込

み
＝
11
月
22
日
d
ま
で

申
し
込
み
時
に
、
教
材
費
（
４

カ
月
分
）
と
利
用
者
協
議
会
費
４

０
０
円
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
バ

ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
子
ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム
や
商

品
も
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご

家
族
、
お
友
達
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
19
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分

内
容
＝
花
道
・

ペ
ン
毛
筆
教
室
の
展
示
発
表
、
茶

日
時
＝
11
月
22
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
　
加
工
品
目
＝
コ
ン
ニ

ャ
ク
、
の
っ
ぺ
　
参
加
料
＝
６
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
11
月
10
日
f

午
前
９
時
か
ら
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ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
DE.

V
T
W
Q

●
「
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
加
工

催 し�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
DC.

U
U
S
Z

●
ホ
ー
ム
文
化
祭
（
冬
来
祭
）

中
央
公
民
館
†
DC.

Q
U
T
X

●
高
齢
者
趣
味
の
教
室
（
無
料
）

〔
芸
能
発
表
会
〕

〔
い
き
い
き
作
品
展
〕

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
耳
よ
り
な
講
座

科
学
博
物
館
†
DC.

Q
V
U
W

●
越
冬
昆
虫
を
調
べ
る
会

●
越
冬
植
物
を
調
べ
る
会

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

†
DC.

Q
Q
S
S

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

■劇団青年団公演『東京ノート』
第39回岸田國士戯曲賞受賞作品です。お見逃しなく！

日　時＝11月25日g午後３時、午後７時から、
26日a午後３時から

会　場＝リリックホール・シアター
※舞台上の仮設客席でご覧いただけます。

料　金＝全席自由　一般３，０００円　学生２，０００円
（当日各５００円増）

チケット＝発売中
■林家木久蔵　爆笑寄席
木久蔵師匠の爆笑落語を中心に、バラエティ豊かにお贈りす
る２時間です。涙が出るほど笑わせます！
日　時＝11月29日d午後７時から
会　場＝長岡市立劇場
出演者＝林家木久蔵、ナポレオンズ、三遊亭新潟、林家きくお
料　金＝全席指定　Ｓ席３，０００円　Ａ席２，０００円

（当日各５００円増）
チケット＝発売中
■リリック能　能・狂言
能楽師・櫻間金記と、大人気狂言師・野村万作、萬齋親子が、
ふたたびリリックホールに来訪。幽玄の美をご堪能ください。
日　時＝平成13年２月12日0午後２時から
会　場＝リリックホール・シアター
料　金＝全席指定４，５００円（当日各５００円増）
チケット発売日＝11月25日g

■長岡国際ふゆのたびフェスティヴァル
室内楽、フルートマスタークラス受講生募集
〈室内楽マスタークラス〉
対　象＝ヴァイオリンとピアノ、チェロとピアノのペア
期　日＝平成13年３月13日c～18日a

会　場＝リリックホール
講　師＝ロジャー・ヴィニョールズさん
〈フルート・マスタークラス〉
期　日＝平成13年３月８日e～11日a

会　場＝リリックホール
講　師＝ポール・エドモンド＝デイヴィス
要項請求は、80円切手を同封した封書、またはファクスで、

〒９４０－２１０１長岡市寺島町３１５ 長岡リリックホール「ふゆ
のたび」係FAX２９・７７２２まで

●フレッシュハーブティーコーナー
（当日直接ご参加ください）

日　時＝11月12日a午後１時30分～３時30分　
会　場＝暖の館　参加料＝２００円　定　員＝50人
●ディスクゴルフ教室（無料、当日直接ご参加ください）
日　時＝11月12日a午前９時30分～午後３時30分
会　場＝フォリーの丘
●タッジーマッジー作り
ハーブなどを使って小さな香りの花束を作ります。

日　時＝11月19日a午後２時～３時
会　場＝暖の館
定　員＝30人
参加料＝２００円
●里山づくり「間伐作業体験会」（無料）
公園内森林の間伐作業体験会を行います。作業しやす

い服装で当日直接集合場所へお集まりください。
日　時＝11月19日a午後１時30分から
集合場所＝公園ゲート前
●「木工教室」
イスなどを作る木工教室を開きます。

日　時＝11月26日a午後１時30分から
場　所＝ふれあいの小屋（公園ゲート前にお集まりくだ

さい。）
参加料＝１，０００円程度（実費）
申し込み＝11月17日fまでに電話で

問い合わせ＝越後公園管理センター1４７・８００１

&長岡市芸術文化振興財団ガイド 129・7711

t
こ
ろ
り
ん

国営越後丘陵公園からのお知らせ

石
油
と
天
然
ガ
ス
の

い
ま
と
こ
れ
か
ら�

午
後
７
時
〜�

　
　
８
時
　
分�

原
子
力
発
電
の
い
ま�

（
施
設
見
学
）�

い
ろ
い
ろ
あ
る
ぞ
！�

電
気
の
作
り
方�

賢
く
使
お
う
！�

エ
ネ
ル
ギ
ー�

期
日�

テ
ー
マ�

時
　
　
　
間�

30

午
後
０
時
　
分
〜�

　
　
　
４
時
　
分�

30
30

午
後
７
時
〜�

　
　
８
時
　
分�

30

午
後
７
時
〜�

　
　
８
時
　
分�

30

11／28�
c

12／２�
g

５�
c

12�
c

ペン�
毛筆�

講
座
名�

コ
　
ー
　
ス�

定
員�

教
材
費�

月
曜
コ
ー
ス
草
月
流�

火
曜
コ
ー
ス
池
　
坊�

水
曜
コ
ー
ス
成
月
流�

木
曜
コ
ー
ス
草
月
流�

金
曜
コ
ー
ス
池
　
坊�

月
曜
コ
ー
ス
宗
　
流�

木
曜
コ
ー
ス
小
川
流�

火
曜
コ
ー
ス�

�

月
・
水
・
木
曜
の�

３
コ
ー
ス�

各10人�各10人�各５人�10人�

10,000円�14,200円�6,000円�6,000円�

花　　道�茶道� 料理�

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
チ
ケ
ッ
ト

申
込
書
配
布
の
延
期
に
つ
い
て

■
県
立
近
代
美
術
館（
1
28
・
４
１
１
１
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
16
ミ
リ
映
写
期
操
作
講
習
会

■
郷
土
史
講
演
会
（
無
料
）

「
誌
禄
と
武
士
の
娘
」

■
水
月
会
水
墨
画
展
（
無
料
）

■
市
民
生
協
に
い
が
た
生
協
ま
つ
り

■
総
合
生
協
生
協
ま
つ
り

「
い
の
ち
と
緑
の
ま
つ
り
」

■
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

■
あ
け
ぼ
の
園
・
か
き
の
み
園
合
同
収
穫
祭

■
シ
ネ
マ
女
性
学
講
座

▲日ごろの教室の成果も披露します
ぜひおいでください

中村真衣さんの受賞した銀メダル・銅メダル、長岡市
民大賞表彰盾、写真パネルなどを展示します。
日　時 11月21日c～26日a午前８時30分～午後５時
会　場 長岡市役所１階ロビー
担　当 生涯学習・体育課1３２・５１１０

t市民祝勝会開催のお礼に森市長を表敬した中村真衣さん
（10月20日、市役所で）

みなさんに見て欲しい
シドニーオリンピック

銀メダル・銅メダル

●
楽
し
い
教
養
講
座

受
講
生
追
加
募
集



日
時
＝
11
月
11
日
g
午
後
７
時
か
ら
　
会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
　
料
金
＝
全
席
自
由
１
、０
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

曲
目
＝
フ
ル
ー

ト
協
奏
曲
第
２
番
ほ
か

問
い
合
わ
せ
＝

山
岡
さ
ん
1
61
・
３
３
２
０
（
午
前
10
時
〜

午
後
８
時
）

日
時
＝
11
月
12
日
a
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
＝
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

料
金
＝
一
般
８
０
０

円
、
学
生
５
０
０
円
（
当
日
１
０
０
円
増
）

曲
目
＝
「
シ
チ
リ
ア
島
の
夕
べ
の
祈
り
」

序
曲
ほ
か
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
吹
奏

楽
団
事
務
局
1
０
２
５
・
２
８
６
・
９
４
９

０日
時
＝
11
月
17
日
f
午
後
６
時
30
分
か
ら
、

18
日
g
午
後
２
時
か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇

場
大
ホ
ー
ル
　
料
金
＝
一
般
５
０
０
円
（
当

日
１
０
０
円
増
）
・
小
学
生
以
下
３
０
０

円
　
曲
目
＝
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
ほ
か

（
18
日
は
威
風
堂
々
ほ
か
）

問
い
合
わ

せ
＝
県
立
長
岡
商
業
高
校
・
岡
崎
さ
ん
1

35
・
１
５
０
２

日
時
＝
11
月
28
日
c
午
後
７
時
か
ら
　
会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
　
料
金
＝
一
般
２
、７
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
１
、５
０
０
円
（
当
日
３
０
０

円
増
、
介
助
者
無
料
、
要
約
筆
記
有
）

問
い
合
わ
せ
＝
渡
辺
さ
ん
1
29
・
１
６
７
３

日
時
＝
12
月
８
日
f
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
　
曲
目
＝
水
の
い
の
ち
ほ
か
　
料

金
＝
１
、５
０
０
円
（
当
日
３
０
０
円
増
）

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
第
九
合
唱
団
事
務
局
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佐
藤
さ
ん
1
36
・
０
５
７
３

12
月
コ
ー
ス
の
例
＝
炭
酸
ガ
ス
ア
ー
ク
溶

接
基
本
（
マ
グ
溶
接
の
基
本
）
二
次
元
Ｃ

Ａ
Ｄ
作
図

受
講
料
＝
４
、０
０
０
円
〜
６
、

０
０
０
円

申
し
込
み
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
新
潟
（
住
吉
３
）
1
37
・
０
４
５
０

日
時
＝
11
月
11
日
g
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

内
容
＝
①
ビ
デ

オ
上
映
…
「
ご
め
ん
な
ん
し
ょ
瞽
女
の
旅

路
」
ほ
か
　
②
鈴
木
昭
英
さ
ん
講
演
会
…

「
瞽
女
唄
・
語
り
の
仕
組
み
」

参
加
料

＝
無
料
　
お
問
い
合
わ
せ
＝
瞽
女
唄
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
1
35
・
９
５
３
８

農
業
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
d
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
（
長

倉
町
）

問
い
合
わ
せ
＝
三
古
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
1
35
・
２
３
３
４

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
交
流
を
深
め

て
い
る
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
民
の
作
品
も

展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
d
〜
13
日
b
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
13
日
は
午
後
１
時
ま
で
）

会
場
＝
ら
ぷ
ら
す
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
城
内
町

３
）

問
い
合
わ
せ
＝
小
田
さ
ん
1
35
・
０

７
８
２

日
時
と
会
場
＝
11
月
23
日
-
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
４
時
（
市
立
劇
場
）、
12
月
１
日

f
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
（
ハ

イ
ブ
長
岡
）

参
加
料
＝
無
料
　
申
し
込

み
＝
言
語
交
流
研
究
所
・
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
ラ
ブ
・
江
口
さ
ん
1
28
・
０
５
７
３

a

時
間
＝
11
月
30
日
e
〜
12
月

２
日
g
は
午
後
６
時
か
ら
、
12
月

３
日
a
は
午
前
９
時
か
ら
　
会
場

＝
市
民
体
育
館
　
種
別
＝
一
般
男

・
女
　
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
３
、

５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
11
月
12

日
a
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ

日
時
＝
12
月
10
日
a
午
前
８
時
30

分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

種
別
＝
９
人
制
一
般
男
・
女
　
参

加
料
＝
１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
30
日
e
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ

抽
選
会
を
12
月
６
日
d
午
後
６
時

30
分
か
ら
市
民
体
育
館
会
議
室
で

行
い
ま
す
。

期
日
＝
11
月
30
日
e
〜
12
月
３
日

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」、「
こ

び
と
と
靴
屋
」、「
と
ら
ね
こ
め
い

た
ん
て
い
」、「
こ
び
と
と
い
も
む

し
」

日
時
＝
12
月
３
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

対
象
＝
小
学
生

〜
高
校
生
又
は
親
子
　
定
員
＝
30

人

材
料
費
＝
１
、５
０
０
円

申

込
み
＝
11
月
23
日
-
ま
で

※
　
室
内
プ
ー
ル
は
11
月
12
日
a

室
内
水
泳
記
録
大
会
の
た
め
お
休

み
し
ま
す
。

※
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
11
月
27

日
b
〜
12
月
２
日
g
冬
番
組
に
入

れ
替
え
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
直
接
現
地
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
18
日
g
午
後
１
時
か

ら
（
小
雨
決
行
）

会
場
＝
千
秋

が
原
ふ
る
さ
と
の
森
・
花
の
広
場

持
ち
物
＝
移
植
ご
て

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
24
日
f
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文
庫

内
容
＝
宮
沢
賢
治
著
「
銀
河
鉄
道

の
夜

日
時
と
内
容
＝
①
11
月
11
日
g
午

後
６
時
〜
８
時
15
分
「
も
の
の
け

姫
」

②
11
月
21
日
c
午
後
２
時

〜
５
時
「
キ
ッ
ド
」
ほ
か
　
③
12

月
９
日
g
午
後
６
時
〜
７
時
40
分

「
ポ
ネ
ッ
ト
」

会
場
＝
中
央
図

書
館
講
堂

日
時
＝
11
月
26
日
a
午
後
２
時
20

分
〜
３
時
５
分
　
内
容
＝
ア
ニ
メ
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

信濃川中流域（長岡地区）河川整備計画（案）
説明会のお知らせ

新潟県では信濃川中流域の各支川（黒川、菖蒲川、道満川、
須川、焼田川、猿橋川、太田川、浄土川等）の河川整備計画
（案）の説明会を実施します。
河川整備計画は、河川整備を実施する区間について、工事

の内容を定めるもので、今後の計画概要（案）を説明します。
今後の計画について、みなさんの意見をお聞かせください。

整備計画（案）説明会日程
●信濃川左岸地区（黒川、道満川、須川等）
日　時＝11月12日a午後３時から　
会　場＝大島中学校体育館　
●信濃川右岸地区（猿橋川、太田川等）
日　時＝11月19日a午後３時から　
会　場＝中央図書館講堂

中心商店街　一店逸品フェア

お買い物ガイドツアー参加者募集
長岡逸品ファンクラブと一緒に中心街のいろいろなお店へ

行ってみませんか？
参加料＝無料（食事付き）
定　員＝各コース８人
申し込み＝11月18日gまでに、は
がきまたはファクスで。住所、氏
名、電話番号、生年月日、職業、
希望コースを記入して、〒９４０－
００６６長岡市東坂の上町２の２の
９長岡市商店街振興組合連合会
FAX３４・３６０５へ（多数の場合抽選）
●「アフター５」コース
12月１日f 午後６時～９時　食事は「きよ志」
お勤め帰りのあなたも大満足（ブティック、食品ほか）
●「食」のコース
12月２日g 午前10時～午後２時　食事は「シャルラン」
食にこだわりのある方集合！キッチン丸ごと面倒みます
（食品、食器ほか）
●「美」のコース
12月２日g 午前10時～午後２時　食事は「蘇州」
心もからだも美しく！（ブティック、美容ほか）
●「楽」のコース
12月３日a 午前10時～午後２時　食事は「ぎょうざ亭」
流行に、趣味に、自分のアンテナをもっと広げて楽しみませ
んか（呉服、靴ほか）
●「悠」のコース
12月３日a 午前10時～午後２時　食事は「かに道楽」
目のこえたあなたにこだわりの品々を（美容、靴ほか）
●「贈」のコース
12月４日b 午前10時～午後２時　食事は「カフェテラスケ
イ」
うれしい笑顔がみたい。あなたの心をお届けします（食品、
服飾ほか）
※（ ）内は主にまわるお店

生涯スポーツフェア2000

新潟県フィットネスカーニバルＩＮ長岡
～気分爽快　楽しく、いい汗をかける健康的なひと時を～

子どもから高齢者までが手軽に、また効果的に取り組める
健康づくり運動の数々をご紹介します。
日　時＝平成12年11月19日a正午開場　
会　場＝市民体育館大アリーナ　
講　師＝明治学院大学名誉教授・高橋賢一さん

日本エアロビックフィットネス協会公認エグザミナ
ー・久保田吉宏さん

内　容
パート１（午後０時30分～１時15分）
「健康運動いろいろチャレンジ」

いろいろな健康づくり運動や健康機器の紹介と体験のコ
ーナーで健康づくりにチャレンジ。
パート２（午後１時30分～２時30分）
「いきいき健康塾」

元気に長生き、寝たきりゼロの秘訣を実技講演　
パート３（午後２時30分～３時35分）
「エンジョイクラス」

久保田吉宏さんによる初めての人にも楽しくできるエア
ロビックダンスやヒップホップなどのフィットネスレッス
ンです。
チケット＝１，０００円（当日売り１，２００円）市民体育館で発

売中
託児コーナー（２歳以上から）あります。１人５００円です。

10月31日までに電話で市民体育館1３４・２７００へ申し込んで
ください。 問い合わせ＝商業振興課†３９・２２２８

長岡市商店街振興組合連合会†３２・７００２

問い合わせ＝都市政策課†３９・２２２５

長岡市景観写真コンクール作品募集

「お気に入りの風景みつけませんか！
―長岡の景観―」

長岡の景観写真を募集します。
①長岡の特徴的景観　②自然あふれる景観　③歴史豊かな

風景　④水とのふれあいのある風景　⑤人々の営みからうま
れる風景など、お気に入りの風景をご応募ください。
市内外在住、年齢を問わず、どなたでも応募できます。
撮影場所は長岡市内とし応募作品は未発表のものに限りま
す。
募集期間＝12月11日b～平成13年１月16日c必着
応募方法＝募集要項（都市政策課、市民情報ラウンジ、厚生　

会館、市内の各カメラ店にあります）に付属の応募
申込書を添えて郵送または持参

応募先＝〒９４０－８５０１長岡市幸町２の１の１
市役所都市政策課内「長岡市景観写真コンクール」係

問い合わせ＝新潟県長岡土木事務所計画調整課†３８・２６１４
長岡市役所河川課†３９・２２３３

問い合わせ＝&長岡市体育協会†３４・２７００

中
央
図
書
館
†
DC.

Q
W
V
Y

●
読
者
の
つ
ど
い

●
映
画
会

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）
†
DE.

S
X
Q
Q

スポーツ�

●
市
民
体
育
祭

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
市
民
体
育
祭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
長
岡
交
響
楽
団
演
奏
会

■
長
岡
市
吹
奏
楽
団
演
奏
会

■
長
商
の
夕
べ

■
伊
藤
敏
博
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

■
長
岡
第
九
合
唱
団
演
奏
会

■
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

■
瞽
女
講
演
会
と
ビ
デ
オ
の
集
い

■
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
＆
上
川
西
公
民
館

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
作
品
展

■
講
演
会
「
七
か
国
語
で
話
そ
う
」

〜
家
族
や
仲
間
で
楽
し
む
多
言
語
〜

▲リサーチは万全！
中心商店街へ
ご一緒しませんか？

「仮想の騎士」 ファンタジーノベル大賞 優秀賞受賞
長岡市出身の斎藤直子さんが、ファンタジーノベル大賞優秀賞を受賞しました。
読売新聞社が主催（新潮社後援）するこの賞は、新人作家の登竜門といわれ、
斎藤さんのこれからの活躍が期待されます。
受賞作「仮想の騎士」は小説新潮９月号に掲載されていますので、各図書館で
どうぞ。なお、新潮社から単行本として12月に出版される予定です。

問い合わせ＝中央図書館1３２・０６５８

障害者の日イベント（無料）

「ふれ愛ダンスフェスティバル」
～みんなで楽しいひとときを～

日　時＝12月９日g午後１時30分～４時　会　場＝北部体育館
内　容＝ふれ愛ダンス・レクリエーションなど　対　象＝障害
者およびボランティア　持ち物＝動きやすい服装と内ばき
申し込み＝11月30日eまでに、福祉相談課1３９・２２１８・
FAX３２・０１６０へ

12月９日は
障害者の日

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
DE.

R
T
Q
V

●
子
ど
も
映
画
劇
場

●
ひ
も
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス

公
園
緑
地
課
†
DJ.

S
S
T
Q

●
パ
ン
ジ
ー
の
花
植
え
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人
　
　

集
ま
れ
！
（
無
料
）



日
時
＝
11
月
12
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
　
場
所
＝
県
林
木
育
種
園
（
栖
吉
町
）

内
容
＝
種
の
観
察
・
苗
木
づ
く
り
等

参

加
料
＝
２
０
０
円
　
定
員
＝
20
人
　
申
し

込
み
＝
県
央
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会

・
松
田
さ
ん
1
34
・
８
８
３
２
（
夜
間
）

日
時
＝
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
工

作
室
　
会
費
＝
月
５
０
０
円
　
問
い
合
わ

せ
＝
シ
リ
ウ
ス
版
画
の
会
・
北
島
さ
ん
1

35
・
７
８
４
９

期
日
＝
11
月
25
日
g
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
26
日
a
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
会

場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル
　
入
場
＝
無
料

問
い
合
わ
せ
＝
清
水
さ
ん
1
27
・
０
３
６

１
、
金
安
さ
ん
1
27
・
４
７
８
４

期
日
＝
11
月
27
日
b
か
ら
　
価
格
＝
３
６

０
円
　
販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
内
県
消
費
者
協
会
長
岡
支

部
事
務
局
1
39
・
５
０
５
０

期
日
＝
①
11
月
15
日
d
②
11
月
16
日
e
③

11
月
18
日
g

時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
四
郎
丸
公
民
館
②
神
田
公
民
館

③
長
岡
友
の
家
（
稲
葉
町
）

テ
キ
ス
ト

代
＝
３
５
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
友

の
会
・
太
田
さ
ん
1
34
・
５
３
８
６

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
パ
ス
テ
ル
画
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
11
日
g
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
工
作
室
　
講
師
＝
中

老
人
、
母
子
、
障
害
者
世
帯
な

ど
の
う
ち
、
労
力
や
経
済
的
な
理

由
で
自
力
で
は
屋
根
の
除
雪
が
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
、
除
雪
費
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

通
じ
て
12
月
中
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
お
近
く
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
ま
た
は
福
祉
総
務

課
1
39
・
２
２
１
７
へ

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
日
一
日
と

夕
暮
れ
が
早
ま
っ
て
き
ま
す
。
夕

方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
時
間
帯

は
、
一
日
の
う
ち
で
、
最
も
周
り

が
み
え
に
く
く
、
ま
た
一
日
の
疲

れ
が
出
て
く
る
と
き
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
日
中
に
比
べ
る

と
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、

ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
灯
し
、
よ
り

慎
重
な
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
を
運
転
す
る
人
も
、

無
灯
火
運
転
は
大
変
危
険
で
す
か

ら
、
ラ
イ
ト
を
必
ず
点
灯
す
る
と

と
も
に
、
反
射
器
や
尾
灯
も
確
実

に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
も
、
夜
間

に
外
出
す
る
時
は
、
明
る
い
色
の

服
装
を
身
に
つ
け
た
り
、
反
射
材

を
活
用
し
て
、
運
転
者
か
ら
見
え

や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

担
当
＝
防
災
課
1
39
・
２
２
０
６
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本
千
鶴
子
さ
ん
　
参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
、

材
料
費
１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
長
岡

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
芸
術
の
会
1
33
・
２
８

２
４こ

の
会
は
、
心
に
病
を
持
つ
人
の
ご
家

族
と
、
精
神
保
健
・
福
祉
に
理
解
の
あ
る

人
の
会
で
す
。

同
じ
悩
み
や
願
い
を
語
り
合
い
、
支
え

合
い
、
研
修
や
学
習
を
通
し
て
病
気
や
対

応
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
月
一
回
定

例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
会
へ
足
を

運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
16
日
e
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
）

問
い
合
わ
せ
先
＝
介
護
保
険
課
内
精
神
障

害
者
家
族
会
事
務
局
1
39
・
２
２
４
５

日
時
＝
11
月
13
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
会
場
＝
長
岡
保
健
所
　
内
容
＝
精
神

科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

申
し
込
み
＝
長
岡
保
健
所
地
域
保
健
課
1

33
・
４
９
３
１

入
居
対
象
者
＝
60
歳
以
上
ま
た
は
60
歳
以

上
の
配
偶
者
と
一
緒
に
利
用
す
る
人
で
、

自
立
し
て
生
活
が
で
き
、
身
体
機
能
の
低

下
や
事
情
に
よ
り
、
自
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
人
　
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
法
人

寿
多
摩
院
1
41
・
７
６
０
０

医
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
d
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
　
内
容

＝
不
登
校
や
発
達
の
遅
れ
な
ど
に
つ
い
て

の
個
別
相
談
　
対
象
＝
子
ど
も
と
そ
の
家

族
　
問
い
合
わ
せ
＝
悠
久
荘
臨
床
心
理
室

・
服
部
さ
ん
、高
橋
さ
ん
1
24
・
３
９
３
０

長
岡
市
で
は
、
21
世
紀
の
長

岡
ま
つ
り
を
よ
り
多
く
の
市
民

が
参
加
で
き
る
魅
力
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、
市
民
の
代
表

に
よ
る
「
21
世
紀
の
長
岡
ま
つ

り
を
考
え
る
会
」
を
つ
く
り
、

事
業
計
画
を
検
討
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
30
日
e
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分

会
場
＝
厚

生
会
館
第
１
小
ホ
ー
ル
　
定
員

＝
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
し
込
み
＝
は
が

き
に
「
21
世
紀
の
長
岡
ま
つ
り

を
考
え
る
会
」
参
加
希
望
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
11
月
20
日
b
ま
で
に
、
〒

９
４
０
の
８
５
０
１
市
役
所
観

光
課
1
39
・
２
２
２
１
へ
（
電

話
で
も
可
）

市
民
の
み
な
さ
ん
の
長
岡
ま

つ
り
に
対
す
る
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
ぜ
ひ
、お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

11
月
９
日
か
ら
の
一
週
間
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

９
月
末
現
在
、
長
岡
市
消
防
本

部
管
内
で
69
件
の
火
災
が
発
生
し

て
お
り
、
昨
年
同
時
期
よ
り
７
件

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
４

人
で
、
い
ず
れ
も
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
人
で
す
。

こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
い
、
暖
房

機
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
取
り
扱
い
に
注
意
し
、

火
事
を
だ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

1
35
・
２
１
９
０

●
秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施
中
！

●
要
援
護
世
帯
に
除
雪
費
を

助
成
し
ま
す

●
「
夕
暮
れ
は

早
め
の
ラ
イ
ト
と
反
射
材
」

21
世
紀
の
長
岡
ま
つ
り
を
　

考
え
る
会

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

くらし�

これからの長岡地域の広域行政のあり方を考え
るシンポジウムを開催します。ご参加ください。
日　時＝11月27日b午後１時30分～４時30分
会　場＝リリックホール・シアター
内　容
１基調講演
講　師＝西九州大学教授・坂田期雄さん
テーマ＝「地方の時代と広域行政」

２パネルディスカッション
パネリスト＝平澤甚九郎与板町長、森民夫長岡

市長ほか
コーディネーター＝長岡短期大学助教授・鯉江

康正さん
アドバイザー＝坂田期雄さん
問い合わせ＝長岡地域広域行政組合1３７・６０６７

21世紀の広域行政を考える
シンポジウムを開催します（無料）

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後４時40分
～47分

長岡市ホームページアドレス
������������	�
���������		������

市
か
ら
の
お
知
ら
せ ▲長岡市だよりは広報広

聴課・目黒がお伝えして
います。

分 譲 地＝22画地（青葉台３丁目）
※商業、学校等に近く好立地です。
（一部は店舗併用に適した宅地で
す）

面　　積＝２４３．２５㎡（ 74坪）～
７０１．９０㎡（213坪）

価　　格＝１，３０７．４万円～３，４２５．２万円
最多価格帯１，５００万円台（６画地）

募集期間＝11月３日-～11月13日bに、ちい
き公団へ持参または郵送で　

抽 選 会＝11月26日a

問い合わせ＝ちいき公団1４７・１５００
総合案内所1２１・４４７２
（土・日も問い合せ可）
都市政策課1３９・２２２５

公園都市長岡ニュータウン
～人口２,９００人の街～

宅地分譲のご案内

あなたもぜひ、「21世紀の長岡まつりを考える会」に意見をお寄せください
インターネット会議室へ寄せられた21世紀の長岡まつりについての意見から…

人口と世帯数 住民基本台帳登録数12.10.１（前月比）

191,146人 93,988人 97,158人 64,788世帯
（－22） （－27）（－12）（－10）

■
森
林
（
も
り
）
の
し
く
み
を
探
る
会

■
初
心
者
木
版
画
教
室

■
平
成
13
年
家
計
簿
を
販
売
し
ま
す

■
長
岡
友
の
会
　
家
事
家
計
講
習
会

■
彩
月
会
・
創
月
会
・
墨
月
会
・

長
月
会
・
清
月
会
合
同
彩
墨
画
展

■
パ
ス
テ
ル
画
製
作

■
長
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
会
の
ご
案
内

■
長
岡
保
健
所

精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

■
ケ
ア
ハ
ウ
ス
出
雲
崎
グ
レ
ー
ト
ヒ
ル
ズ

（
出
雲
崎
町
大
字
上
中
条
尻
崎
14
の
４
）

入
居
者
募
集

■
院
外
子
ど
も
相
談
会
（
無
料
）

▲まず火を出さないこと！
でも、日ごろの訓練も忘れずに
（9月23日・四郎丸地区地震防災訓練で）

今回の分譲区域

NN

　長岡では長岡花火ほど有名になっているものはない
ので、これをきっかけに長岡をもっと有名にしてほし
いです。例えば、花火に関するグッツやおみやげを作
り、駅前や駅内などで売ってもらったり、花火博物館
（千秋が原か、駅前辺りに）のようなものを作り、長
岡花火の時にはそこが中心の会場となり、放送やイベ
ントを行う。そうすれば花火の季節だけじゃなく、１
年中思い出せると思います。�

　長岡まつりとお休み（土・日曜日）が重なると、人
の出は多い。だって実際「仕事があるのでお祭り
どころではない」という人もいるでしょう。ただ、
長岡まつりを２日と３日に行っているのには空襲
によって亡くなられた方々への鎮魂という大切な
理由がありますので、そのあたりをどうするか・・・。�



⑥ 戸籍相談� ① 交　付�② 証明受付�③ 印鑑登録�④ 届書受付・審査�⑤ 外国の居住者登録�

⑦ 国民年金�
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作
業
し
や
す
い
服
装
で
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
５
日
c
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
　
定
員
＝
30
人

会
場
・
申
し
込

み
＝
新
潟
県
自
動
車
整
備
振
興
会
長
岡
支

所
（
摂
田
屋
町
）
1
22
・
１
１
１
０
へ

日
時
＝
11
月
26
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
小
ホ
ー
ル

対
象

＝
幼
児
30
人
（
年
少
・
年
中
・
年
長
各
10

人
）、見
学
者
（
一
般
・
学
生
）
30
人
　
講

師
＝
国
立
音
楽
大
学
講
師
・
馬
淵
明
彦
さ

ん
　
申
し
込
み
＝
11
月
19
日
a
ま
で
に
権

藤
さ
ん
1
33
・
８
２
７
１
ま
た
は
長
尾
さ
ん

1
39
・
０
４
５
７
へ

2 1

市
民
課
は
そ
の
名
の
と
お
り
市

民
生
活
に
最
も
身
近
な
課
で
す
。

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
、
結
婚

し
た
と
き
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

た
時
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ

た
期
間
に
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
種
証
明
書
が
必
要
な

と
き
も
市
民
課
で
交
付
し
ま
す
。

「
で
も
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
行
く
わ

け
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
い
つ
も
と
ま

ど
っ
て
し
ま
う
…
」
と
い
う
ご
意

見
も
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
利
用
す
る
機
会
の
多

い
①
番
か
ら
⑦
番
の
窓
口
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

期
日
＝
12
月
11
日
b
・
12
日
c
・
14
日
e
・

18
日
b
・
20
日
d
・
22
日
f
・
25
日
b
・
26

日
c
（
他
に
実
習
あ
り
）

会
場
＝
パ
ス

ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か
　
定
員
＝
30
人
（
全
回

出
席
可
の
人
）

受
講
料
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
訪

問
介
護
員
３
級
課
程
養
成
研
修
希
望
」、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
職

業
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
11
月
20
日

b
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
５
０
今
朝
白

２
の
７
の
25
Ｊ
Ａ
長
岡
市
組
織
課
1
35
・
１

３
０
４
へ
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

期
日
＝
平
成
13
年
１
月
６
日
〜
３
月
17
日

の
毎
週
土
曜
日
　
会
場
＝
長
岡
看
護
福
祉

専
門
学
校
（
深
沢
町
）

定
員
＝
30
人

受
講
料
＝
１
０
、０
０
０
円
（
他
に
テ
キ
ス

ト
代
３
、４
０
０
円
が
必
要
）

申
し
込
み

＝
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
訪
問
介

護
員
３
級
課
程
養
成
研
修
受
講
希
望
」、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
職

業
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
11
月
20
日

b
必
着
で
〒
９
４
０
―
２
１
３
５
深
沢
町

２
２
７
８
の
８
長
岡
医
療
と
福
祉
の
里
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
1
47
・
２
２
３
３
へ

（
多
数
の
場
合
抽
選
）

強
風
で
飛
ば
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
が
架
線

に
付
き
、
電
車
が
止
ま
る
被
害
が
起
き
て

い
ま
す
。
風
の
強
い
日
は
、
工
業
用
・
農

業
用
の
ビ
ニ
ー
ル
や
シ
ー
ト
な
ど
が
飛
ば

な
い
よ
う
に
注
意
し
、
架
線
に
巻
き
付
い

た
ビ
ニ
ー
ル
を
発
見
し
た
時
は
、
自
分
で

取
ら
ず
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
＝
最
寄
駅
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
電
力
指
令

1
０
２
５
・
２
４
８
・
５
２
７
１

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

■
訪
問
介
護
員
３
級
課
程
養
成
研
修

■
訪
問
介
護
員
３
級
課
程
養
成
研
修

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

ビ
ニ
ー
ル
が
電
車
を
止
め
ま
す

■
冬
に
備
え
て

女
性
マ
イ
カ
ー
教
室
（
無
料
）

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
公
開
講
座

本庁以外でも住民票等を発行
次の施設でも証明書等の発行をおこなって
います。
●市民サービスコーナー
（大手通１　厚生会館となり）
業務時間（国民の祝日は休業）
平　日　　…午前７時30分～午後７時
土・日曜日…午前10時～午後４時

●青葉台コミュニティセンター
（青葉台１　長岡ニュータウンセンタービ
ル1階）
業務時間（国民の祝日は休業）
平　日　　…午前９時～午後７時
土・日曜日…午前10時～午後４時

※各種届出と除籍謄本（抄本）および印鑑の
登録受付は行っていません

お知らせ
市民課では、個人情報保護のため電話による受付や照会は行って
いません。ご了承ください。
また、電話で会社や学校などに、社員や生徒について問い合わせ
ることはありません。不審な電話にご注意ください。

⑥戸籍相談
結婚、養子縁組、離
婚などの用紙を用意
してあります。また、
戸籍に関する相談も
お受けしています。

⑦国民年金
国民年金保険料の納付
・免除の相談、年金の
受給手続きはこちらの
窓口です。

●
生
活
の
諸
手
続
き
は
市
民
課
へ

市　民　課
（市役所１階）

①～⑦番窓口のご案内

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

和
名
ツ
ノ
ナ
ス
の
原
産
地
は
熱

帯
ア
メ
リ
カ
地
方
で
す
が
、
わ
が

国
へ
は
昭
和
10
年
に
ジ
ャ
ワ
の
植

物
園
か
ら
渡
来
し
ま
し
た
。
原
産

地
で
は
小
低
木
で
す
が
、
園
芸
的

に
は
一
年
草
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
生
花
展
な
ど
で

果
実
が
よ
く
利
用
さ
れ
、
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

草
丈
は
１
ｍ
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

葉
は
幅
広
く
、
わ
り
あ
い
大
形
で

不
規
則
な
切
れ
込
み
が
あ
り
ま
す
。

野
菜
の
ナ
ス
に
近
い
植
物
で
花

色
も
ナ
ス
に
似
て
い
ま
す
が
、
花

の
数
は
少
な
く
、
果
実
は
毒
性
が

あ
る
た
め
食
用
に
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
果
実
の
形
が
ト
ッ
ク
リ
形
で
、

ヘ
タ
の
部
分
に
乳
頭
状
の
突
起
が

で
き
る
こ
と
か
ら
ツ
ノ
ナ
ス
と
呼

ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

別
名
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ー
ス

は
、
果
実
の
形
が
キ
ツ
ネ
の
顔
を

思
わ
せ
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た

和
製
英
語
の
よ
う
で
す
。

（
タ
ネ
ま
き
）
秋
ま
で
に
株
を
一

人
前
の
大
き
さ
に
育
て
な
い
と
実

つ
き
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
結
実
し
て
も
果
皮
は
熟

さ
ず
、
黄
金
色
に
な
ら
な
い
う
ち

に
腐
敗
し
て
し
ま
い
ま
す
。

育
て
方
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

３
月
こ
ろ
温
室
や
フ
レ
ー
ム
な
ど

で
タ
ネ
を
ま
い
て
育
苗
す
る
こ
と

で
す
。

温
室
や
フ
レ
ー
ム
の
な
い
家
庭

で
は
、
イ
チ
ゴ
の
ケ
ー
ス
を
２
個

利
用
し
ま
す
。
一
方
の
ケ
ー
ス
の

底
に
数
個
の
穴
を
あ
け
、
播
種
用

土
を
入
れ
て
タ
ネ
を
ま
き
、
タ
ネ

が
隠
れ
る
程
度
に
覆
土
し
ま
す
。

水
を
十
分
に
与
え
、
も
う
一
方
の

ケ
ー
ス
で
ふ
た
を
し
て
小
温
室
に

し
ま
す
。

次
に
角
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
湯

を
入
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
の

中
に
入
れ
ま
す
。
そ
の
上
に
タ
ネ

を
ま
い
て
小
温
室
に
し
た
イ
チ
ゴ

の
ケ
ー
ス
を
置
き
ま
す
。
箱
の
上

は
厚
手
の
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
で
覆

い
ま
す
。
発
芽
適
温
は
20
〜
25
℃

で
す
か
ら
、
こ
の
温
度
を
常
に
保

つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

発
芽
ま
で
は
表
土
が
乾
か
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
、
発
芽
後
は
乾

か
し
気
味
に
し
ま
す
。

（
仮
植
）
本
葉
が
２
枚
く
ら
い
の

こ
ろ
、
２
号
ポ
ッ
ト
に
仮
植
え
し

ま
す
。
野
生
の
性
質
が
強
い
よ
う

で
初
期
の
生
育
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
活
着
し
た
ら
液
肥
で
育
て

ま
す
。

（
定
植
）
寒
さ
が
去
り
、
八
重
桜

が
散
る
こ
ろ
、
日
の
よ
く
当
た
る

風
通
し
の
よ
い
場
所
で
砂
質
土
壌

の
と
こ
ろ
に
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

大
形
の
植
物
で
す
か
ら
、
植
え

付
け
の
間
隔
を
十
分
に
と
り
、
40

〜
50
b
間
隔
と
し
ま
す
。
次
に
深

さ
30
〜
40
b
の

穴
を
掘
り
、
堆

肥
や
牛
ふ
ん
な

ど
の
有
機
質
肥

料
と
化
成
肥
料

を
一
握
り
元
肥

と
し
て
入
れ
、

そ
の
上
に
土
を

少
し
か
ぶ
せ
て

定
植
し
ま
す
。

ナ
ス
科
の
植

物
で
連
作
障
害

が
あ
る
の
で
、
翌
年
も
育
て
る
時

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
そ
の
後
の
管
理
）
大
形
の
植
物

で
す
か
ら
、
風
な
ど
で
倒
れ
な
い

よ
う
に
支
柱
を
し
て
や
り
ま
す
。

追
肥
は
成
長
の
様
子
を
見
て
１
、

２
度
与
え
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

長
雨
の
後
な
ど
は
中
耕
（
固
く

し
ま
っ
た
土
の
表
層
を
か
き
な
ら

し
て
土
中
に
空
気
を
送
り
こ
む
こ

と
）
を
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

涼
風
が
立
つ
と
と
も
に
野
山
は
い
ち
早
く
秋
の
装
い
を
急
ぎ
、

ま
る
で
魔
術
師
の
よ
う
に
日
々
鮮
や
か
な
変
化
を
見
せ
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
花
屋
や
生
花
展
な
ど
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
顔
の
、
ナ
ス
に
似
た
黄
金
色
の
植
物
が
飾
ら
れ
て
い
る
の
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
月
は
、
ツ
ノ
ナ
ス
の
紹
介
で
す
。

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
顔
の
ツ
ノ
ナ
ス

161

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

▲ツノナス
ナス科の植物ですが、毒性があり食べ
られません。

④届書受付
住所の異動（転入、転居、転出）、
結婚、赤ちゃんが生まれたとき、
国民年金・国民健康保険の加入や
脱退手続きをする人はこちらへお
届けください。お待たせしないよ
うに、この窓口は５ヶ所で受付を
行っています。

②証明受付
戸籍、住民票、印
鑑証明書などの証
明書が必要な人は
こちらへ申請して
ください。

③印鑑登録
新たに印鑑（実印）
を登録したい人、
印鑑の廃止・改印
をしたい人はこち
らへどうぞ。

①交　付
各種証明書を交付
発行します。
証明書の種類によ
り１通につき250円
～750円の手数料を
いただきます。

⑤外国の居住者登録
外国人登録（転入、転居等）
に関する受付はこちらへど
うぞ。
証明書は、②番の窓口で申
請してください。



日
時
＝
毎
週
木
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
ほ
か
　
対
象
＝

小
学
３
年
生
以
下

定
員
＝
６
人

会
費

＝
月
額
２
、０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
ラ
ケ
ッ

ト
、
内
ば
き
（
平
底
シ
ュ
ー
ズ
）

申
し

込
み
＝
羽
田
さ
ん
1
32
・
５
２
８
８

英
語
で
気
軽
に
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
興
味
の
あ
る
人
は
直
接
会
場
へ
。

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費
＝
月
５
０
０

円
　
問
い
合
わ
せ
＝
小
出
さ
ん
1
34
・
６
６

１
７最

優
秀
賞
に
は
賞
状
と
副
賞
（
賞
金
と

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
規
格
＝
15
字
以
内
の
ご
は
ん
・
米
の

消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
記

号
等
も
字
数
に
数
え
ま
す
。）

応
募
＝
11

月
30
日
e
ま
で
に
、
官
製
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
に
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
９
５
１
―
８
１

１
６
新
潟
市
東
中
通
１
の
86
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

新
潟
県
信
連
第
２
ビ
ル
Ｊ
Ａ
新
潟
中
央
会

水
田
農
業
課
1
０
２
５
・
２
３
０
・
２
０
２

１
FAX
０
２
５
・
２
２
７
・
１
１
７
１
「
ご
は

ん
・
米
消
費
拡
大
啓
発
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
係
へ

対
象
＝
小
学
２
〜
６
年
生

募
集
人
数

＝
50
人
　
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
＝
12
月
３
日

a
午
後
１
時
か
ら
市
立
劇
場
で
（
公
演
は

平
成
13
年
１
月
14
日
a
市
立
劇
場
で
）

応
募
方
法
＝
11
月
20
日
b
ま
で
に
、
官
製

は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保
護
者
氏
名
を

ー
ミ
ナ
ル
発
に

乗
車
し
、
三
ツ

郷
屋
停
留
所
下

車
、
長
岡
イ
ン

タ
ー
方
向
に
徒

歩
５
分
　
受
付
＝
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
成
分
献
血
は
1
29
・

２
３
５
０
に
予
約
必
要
）

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
36
年
４

月
２
日
〜
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
11
月
29
日
d
・
30
日
e
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
　
会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
血
圧

測
定
、
尿
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂

血
症
な
ど
の
検
査
　
申
し
込
み
＝

会
場
で

実
施
時
間
・
会
場
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健

康
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

は
毎
日
、
献
血
が
で
き
ま
す
。

バ
ス
案
内
＝
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
６
番
タ

届
出
の
窓
口
は
国
保
医
療
課
⑩
番

窓
口
で
、
届
出
の
際
は
、
医
療
受

給
者
証
、
医
療
保
険
証
、
印
鑑
（
医

療
費
助
成
の
場
合
）
が
必
要
で
す
。

担
当
＝
国
保
医
療
課
医
療
給
付
係

1
39
・
２
２
２
０

2 2

記
入
の
上
〒
１
０
１
―
０
０
５
４
東
京
都

千
代
田
区
神
田
錦
町
１
の
１
帝
都
神
田
ビ

ル
ジ
ャ
ス
コ
株
西
関
東
カ
ン
パ
ニ
ー
「
瓶

ヶ
森
の
河
童
」
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
＝
ジ
ャ
ス
コ
長
岡
店
1
28
・

０
８
８
０

募
集
人
数
＝
１
年
生
80
人
、
２
〜
５
年
生

若
干
名
　
対
象
＝
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町

村
で
通
学
に
適
切
な
範
囲
（
片
道
お
お
む

ね
１
時
間
以
内
）
に
保
護
者
と
居
住
し
て

い
る
児
童
　
申
し
込
み
＝
11
月
１
日
d
〜

16
日
e
に
直
接
同
校
事
務
室
窓
口
1
32
・
４

１
９
１
へ
（
郵
送
不
可
）

日
時
＝
12
月
10
日
a
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ

じ
ろ
（
今
朝
白
２
）

講
師
＝
む
つ
う
整

体
研
究
所
長
・
木
村
仁
さ
ん
　
会
費
＝
５

０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
癒
の
家
・
高
木

さ
ん
1
36
・
８
７
８
２

日
時
＝
11
月
18
日
g
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
講
師
＝
新
潟
大
学

長
・
荒
川
正
昭
さ
ん
　
問
い
合
わ
せ
＝
新

潟
県
歯
科
医
師
会
1
０
２
５
・
２
８
３
・
３

０
３
０

９
月
30
日
か
ら
新
潟
県
最
低
賃
金
は
、

日
額
５
、０
８
９
円
、
時
間
額
６
３
７
円
に

引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
労
働
基
準
監
督
署
1

33
・
８
７
１
１

日
時
＝
12
月
２
日
g
午
後
２
時
20
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
曲
目
＝
越

天
楽
変
奏
曲
ほ
か
　
入
場
料
＝
全
席
自
由

１
、５
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
今
井
さ
ん

1
32
・
８
３
５
７

リ
ハ
ビ
リ
の
仕
方
や
寝
た
き
り

予
防
に
つ
い
て
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み

や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介
護
保
険

課
1
39
・
２
２
４
５

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的
に

訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
訓
練
室

を
開
放
し
て
い
ま
す
。
看
護
婦
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
簡
単
な
体

操
の
紹
介
も
し
ま
す
。
直
接
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
み
や
う
ち
（
曲
新
町
５
６
６

の
７
）

物
＝
受
診
票

（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て

い
ま
す
）、
母

子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち
ゃ

ん
の
尿
（
10
か
月
児
の
み
）

申
し
込
ん
だ
人
に
後
日
、
喀
た

ん
容
器
を
送
り
ま
す
。
提
出
日
の

朝
、
採
た
ん
し
指
定
の
場
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
寝
た
き
り
や
歩
行
困
難
等

で
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

け
ら
れ
な
い
人
　
提
出
日
＝
12
月

５
日
c
〜
７
日
e

提
出
場
所
＝

健
康
セ
ン
タ
ー
、
長
岡
保
健
所
、

各
地
区
公
民
館
　
申
し
込
み
＝
11

月
24
日
f
ま
で
に
電
話
で
　
料
金

＝
無
料

糖
尿
病
を
正
し
く
知
り
、
じ
ょ

う
ず
に
つ
き
あ
う
方
法
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

「
賢
く
食
べ
て
、
楽
し
く
動
こ

う
！
」
４
回
１
コ
ー
ス
の
教
室
で

す
。

対
象
＝
糖
尿
病
・
糖
尿
病
の
疑
い

が
あ
る
と
い
わ
れ
た
人
お
よ
び
希

望
者
　
定
員
＝
40
人
　
期
日
＝
11

月
24
日
f
、
12
月
１
日
f
、
12
月

８
日
f
、
平
成
13
年
２
月
７
日
d

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
医
師
・
栄
養
士
の
講
義
、

調
理
実
習
、
軽
い
運
動
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
　
参
加
料
（
調
理

実
習
材
料
費
）
＝
１
、５
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
13
日
ま
で

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
食
事
、
か
ら
だ
や

心
の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関
す
る

こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間
＝

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

市
内
の
医
療
機
関
で
直
接
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
女
性
の
た
め
の

検
診
で
す
。
年
に
１
回
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
＝
30
歳
以
上
（
昭
和
46
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

内
容
＝
子
宮
が
ん
…
視
診
・
内
診

（
細
胞
診
）、
乳
が
ん
…
視
診
・
触

診
　
料
金
＝
子
宮
が
ん
１
、７
０
０

円
、
子
宮
頸
・
体
部
が
ん
２
、５
０

０
円
、
乳
が
ん
７
０
０
円
を
検
診

受
診
後
、
納
付
書
に
よ
り
指
定
金

融
機
関
等
に
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

12
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
健
診
…

平
成
12
年
８
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
健
診
…
平
成
12
年
２
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
　
持
ち
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
、
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人

と
そ
の
被
扶
養
者
に
退
職
者
医
療

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
老
人
医

療
制
度
該
当
者
は
除
き
ま
す
）。

条
件
＝
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、

船
員
保
険
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
加
入
期

間
が
20
年
以
上
の
人
、
ま
た
は
40

歳
以
後
の
加
入
期
間
が
10
年
以
上

の
人

退
職
者
医
療
制
度
に
よ
る
医
療
費

の
一
部
負
担
＝
入
院
は
２
割
、
食

事
に
か
か
る
一
部
負
担
金
は
１
日

７
６
０
円
（
た
だ
し
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
は
１
日
６
５
０
円
、
長

期
入
院
は
１
日
５
０
０
円
）、
外
来

の
場
合
は
、
本
人
は
２
割
、
被
扶

養
者
は
３
割
（
こ
の
ほ
か
に
、
外

来
で
薬
を
も
ら
っ
た
と
き
は
薬
剤

一
部
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
）

手
続
き
＝
年
金
証
書
等
の
年
金
加

入
期
間
を
証
明
す
る
書
類
と
健
康

保
険
証
を
持
っ
て
市
民
課
へ

問

い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1
39
・

２
２
２
０

老
人
保
健
や
医
療
費
助
成
制
度

に
よ
る
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

変
更
が
あ
っ
た
人
は
、
14
日
以
内

に
異
動
届
が
必
要
で
す
。

届
出
が
遅
く
な
る
と
、
異
動
前

後
の
医
療
保
険
の
間
で
の
精
算
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
忘
れ
な
く
お
届
け
く
だ
さ
い
。

●
退
職
者
医
療
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

●
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

医
療
保
険
の
異
動
届

健 康�

健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
DC.

V
Q
Q
Q

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

期
日�

会
　
場�

時
　
　
　
間�

12／２�
g

９�
g

17�
a

ダ
イ
エ
ー�

　
長
岡
店�

23�
-

午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

午
後
０
時
30
分
〜
４
時�

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

ジ
ャ
ス
コ�

　
長
岡
店�

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅�

（
大
手
口
）�

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

期
日�

内
　
容�

担
　
　
当�

29�
d

11／15�
d

栄
養
相
談�

心
の
健
康�

栄
養
士�

保
健
婦�

12／６�
d

栄
養
相
談�

栄
養
士�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

保
健
婦�

●
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

●
寝
た
き
り
の
人
の
結
核
検
診

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№30

問い合わせは消費生活センター†32・0022へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

自宅で簡単に高収入と言われたのに…
Ｑ：　「自宅でインターネットの

ホームページを作るだけで高
収入。仕事は紹介します」と
電話があり、まず、ホームペ
ージの作り方を勉強してから
とのことで、業者からパソコン
と付属品、学習ソフトを１３０
万円で購入した。支払いは仕
事で得た収入でと言われたが、
その前にクレジットの支払い
が始まってしまった。どうし
たらよいか。

Ａ：　ホームページを作るには、ある程度の技術が必要で、
素人が簡単に収入を得ることは難しく、勧誘時の説明
どおり、業者が仕事を紹介してくれる保証もありませ
ん。
これは、「内職商法」と呼ばれ、このほかにもあて

名書き内職、チラシ配りなどがあります。
電話勧誘のときは、契約書面が届いてから８日以内

であれば、クーリング・オフ（契約の無条件解除）で
きますが、８日を過ぎてしまうと業者との交渉となり、
解約はむずかしくなります。
出費を伴なう内職の契約には、十分注意してくださ

い。
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休日急患診療所
 診療科目 受付時間　午前９時～11時30分 �

†35・８２２５
 内科・小児科 　　　　　午後１時～５時30分 �

 ・外科 診療時間　午前９時～午後６時�

休日急患歯科診療所 診療科目
 受付時間　午前９時～11時30分 �

†33・９６４４ 歯科
 　　　　　午後１時～３時30分 �

  診療時間　午前９時～午後４時�

　月曜日・木曜日 長岡中央綜合病院（†35・３７００）�
　火曜日・土曜日 立 川 綜 合 病 院（†33・３１１１）�
　水曜日・土曜日 長 岡 赤 十 字 病 院（†28・３６００）�

11月３日-・19日a 長岡中央綜合病院（†35・３７００）�
　　５日a・23日- 立 川 綜 合 病 院（†33・３１１１）�
　　12日a・26日a 長 岡 赤 十 字 病 院（†28・３６００）�

１１月の急患診療体制
11月号から、休日や夜間の急患診療体制についてお知らせしま
す。診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。
a 休日急患診療所（西千手２の５の１　健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診療所へ。
s 夜間等の当番病院
①平日　※３カ月ごとに当番の曜日が変更になります。

②日曜・祝日
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す

■
エ
コ
ロ
ジ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
瓶
ヶ
森
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者
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感
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ば
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